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平成18年（20帖年）  亡咽コーナーで嘩、和泉地政啓敵据ぇ掛サト軌  

各所・旧跡など菅紹介し資す．   
H0．7∋0  

粗暴前程葦膣謙語村 

晋塵 

－ 
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宜 
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● 禦讐聖聖禦禦禦聖空   
申晃年l軸恥革∃封女声排  

除ら軌勧竜耳元華酬す遺筆亀。  

観轟軸嘲軒端鮒  

御嘩障壁鋼帯範  

1・態漁連阻  敷地内奄荒れる清濁の石徹白（し1とし朝川菅怯炉水沫特尭  

勒ロなどの川漕げ邸できます．宗た、川に架曹亀「であい庸」  

で性美しい室彗選局届こと甜で昔ます。オート牛せ封プ世イト  
怯4B区画、ロブケピ耳鮒細横、さうに炊事組下イ払ぃシャワ  

ー苺完備しています。午前g時よロ午後5疇までのキャンプ笥  

で苦ますの守口帰日で屯十分菓♭拍ま音廿   

t撫I 瞞と料金】  

上組感知墟「醐熟」－  
聴脚野毛年頭籠F細胞  
嘩愚腰弼酎惧再瑚恥嚇藍F缶  

癖酎嘩蜘摩加齢地  

軸萄軒頑粥画的確畦常日韓軋  

孔唱確振咄癌卜苺嘲  
曝間藤鵬餌善茫剖亡7鰍  
重爆燃轡唾寄卿瓢噂革  

軸F棚勤苛出世軸  
軸閻踵知韓離臨席離鞄   
榊替「藩論独占噛  

野  
市  

■  

密清掃協力電として大人1旺I円ゝ子供聞円即必要で凱駐車   

場昧無料です  一1華癖癖春J址1  
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座
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」
一
武
一
恵
声
密
掛
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忌
中
雷
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態
層
檻
恕
常
且
皐
抱
塘
畢
告
史
塩
澤
芹
篭
 
 

ら
ま
苛
っ
い
南
部
騒
こ
竜
伽
▼
県
の
身
苧
ど
屯
 
 

悪
≡
万
九
作
斬
針
蓉
艶
世
、
当
市
否
も
昨
年
 
 

却
ら
地
勢
忘
憂
風
習
管
箸
皆
畳
下
校
 
 

億
備
見
守
n
活
動
牒
卓
芋
ど
も
島
苛
百
中
¢
と
 
 

書
か
礼
恵
輩
由
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事
強
力
7
地
金
詰
抗
臨
書
も
 
 

恭
啓
u
静
と
な
り
、
苧
革
豊
屡
層
畢
憲
署
 
 

に
屯
一
役
塞
づ
て
い
萄
緊
急
時
昭
駆
け
込
轟
 
 

先
で
怒
る
己
と
壷
示
音
万
事
ど
も
一
一
口
畜
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璧
慧
諾
常
春
号
室
呆
蔚
に
措
げ
昏
札
上
兼
 
 

野
砲
事
儀
瞳
詰
ん
な
菅
呑
酉
育
て
番
」
と
い
う
 
 

寵
庵
由
恵
竜
宮
薗
品
府
議
漏
示
元
－
ス
に
苛
っ
 
 

て
い
番
▼
一
方
V
放
課
後
事
情
電
籠
昭
甘
ポ
ー
 
 

ト
体
制
に
は
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興
に
蓉
碁
甜
最
高
Ⅶ
児
寮
七
 
 

意
†
塵
管
奇
忠
常
垂
足
r
盛
衰
細
事
 
 

病
気
缶
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だ
廿
菅
包
壷
茄
仁
子
福
拝
島
粛
東
森
 
 

所
郡
粟
ぽ
…
」
 
「
敵
露
地
域
菅
志
太
宅
右
遠
 
 

く
、
泰
に
到
達
こ
も
コ
事
－
血
腰
掛
凸
仁
君
 
 

い
昂
」
な
鐙
予
故
謹
瞳
由
．
居
萄
所
作
駐
薗
奇
 
 

襲
屯
声
弔
事
い
†
専
辞
、
Å
毎
場
所
屯
選
ば
奇
 
 

笥
思
苛
彗
軍
悟
露
琶
在
宅
毒
璽
苓
 
 

事
故
野
草
日
管
膏
範
怯
青
書
番
付
い
た
卓
ヨ
に
 
 

油
断
山
部
妄
荘
自
宅
付
近
で
多
発
し
て
い
尋
尊
 
 

書
価
瀞
簡
捷
克
、
謹
庭
・
学
榎
・
地
域
部
巷
ら
 
 

に
蔓
密
謀
抽
、
二
軍
≡
壷
鉛
対
策
蚕
轟
じ
呑
 
 

吐
荏
▼
「
二
聾
顛
に
ま
蒔
真
野
コ
苧
造
蕃
 
 

型
面
宗
軽
蔑
顔
に
出
金
え
嘉
す
毒
つ
に
写
缶
 
 

蜜
辟
短
冊
に
菅
つ
と
願
い
蓉
込
助
毒
素
告
 
 
 

「
あ
■
コ
、
見
守
口
由
 
 

董
構
古
事
ん
祖
1
」
ラ
 
 

芋
ド
モ
ル
を
担
い
岩
手
 
 

鼻
元
竃
よ
く
楼
門
却
 
 

轟
出
し
て
き
監
っ
 
 

「
荒
い
付
け
て
帰
苺
ん
■
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トラジヂ」に迎晃i市内野間埠嘩声  

シナ一群蓉弧親宇鞄春画覿蛙鞄  
lてき榊掛馨汗菅乱乱博し払  

反射材鼻旺付けて   

告丹座臥高齢者鹿密繭轟萎故釦ら守由と≠  

糞脚菅章節脚辱嘩「で離啓牲  

まbた。竜顔睡革質』萄勝頼韓韓卜皆無ら革   

四
幕
墓
転
旋
君
打
払
南
新
荘
謝
掛
「
ピ
ュ
ー
タ
 
 

u
T
⊥
才
お
宮
呈
嘩
コ
」
が
、
≡
カ
月
周
壷
期
間
層
経
て
七
月
 
 

か
ら
本
格
辞
鞄
鞋
細
野
b
ま
菅
b
膏
凱
忙
梓
■
吾
巌
啓
せ
愚
 
 

芭
瀞
単
瞭
零
せ
な
い
己
掛
値
原
則
「
鹿
野
市
推
薬
袋
」
に
克
 
 

れ
て
出
菅
こ
と
に
な
臼
、
黒
い
だ
轟
袋
に
真
っ
先
竃
宙
描
収
 
 

集
習
草
軍
資
野
望
塵
鴇
 
 
 

蛮
運
葡
申
に
尊
名
菅
毎
軋
た
鎗
割
に
髄
菅
義
春
悟
世
 
 

間
い
語
担
世
．
新
品
晶
施
乾
田
概
菱
晦
ど
藩
楷
許
し
鼓
す
血
 
 
 

己
勒
囁
出
重
し
毛
丑
解
し
、
正
敏
親
書
に
苛
助
苦
 
 

し
よ
う
。
、
 
 賛

源
中
・
 
 

＿   昏き＿＿  

帯とトーウで人♯啓発   

人権告発活動を稚進す尋ための講演会が6月3   

日、有終会館で開催されました。蓑しい歌声と軽   

快谷トークを通して、平和や人権の大切さを訴え   

ました。  

「  

≡垂睾¢調へl己うつとり   

6月月日、木のぬくもロぬく晦くコンサートが平  

成大野産平蔵で開催吉れました。観客怯日の前に零  

でられ為フ7コット、チェロ、ピアノの≡重奏によ  

る美しい調べ在果しんでいました。  

2886．丁広報おおの   



己
卦
カ
レ
・
ツ
タ
ー
で
確
覇
奄
 
 
 

凸
月
以
降
、
市
民
訝
ら
多
く
由
苦
情
や
 
 

商
い
合
わ
せ
が
あ
ロ
ま
し
た
。
特
に
分
常
 
 

が
細
か
く
な
っ
た
「
古
紙
類
由
日
」
 
（
ダ
 
 

ン
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
・
紙
パ
ッ
ク
、
そ
の
 
 

他
の
紅
旗
｝
や
、
「
資
源
の
臼
〓
ピ
ン
矯
、
 
 

缶
持
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
に
関
す
る
も
の
 
 

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 
 
 

週
一
回
あ
竜
古
紙
類
由
白
と
黄
源
の
白
 
 

は
、
選
己
と
に
収
集
す
る
F
」
み
の
種
顆
郡
 
 

指
定
書
れ
て
い
ま
す
。
モ
の
た
め
、
古
紙
 
 

回
収
打
直
日
で
あ
っ
■
て
も
ダ
ン
ボ
一
山
轄
 
 

定
の
日
に
新
聞
が
出
し
て
あ
る
な
ど
、
種
 
 

類
伊
具
な
る
場
合
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
 
 

たLlまつ萱山楽しむ  

6月8日環  感盛観  

中学生4人葛軸瑚醜覿軒問押毎鹿野  
打夜祭在楽しみながら下山し事跡謹酷侵酷－  
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「
」
み
を
出
す
簡
は
、
必
ず
「
「
」
み
カ
レ
 
 

ン
ダ
ー
」
で
ご
み
の
種
類
蓉
曜
諾
し
て
出
 
 

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
分
別
方
法
 
 

に
迷
っ
た
J
ら
、
「
芦
申
分
別
早
見
士
空
で
 
 

確
認
し
ま
し
■
よ
う
。
 
 

椎
柴
猥
で
出
し
ま
し
ょ
う
 
 
 

そ
の
ほ
か
見
受
け
ら
れ
る
も
の
と
し
て
 
 

肥
料
袋
や
米
袋
で
F
」
み
を
出
す
家
庭
が
依
 
 

然
と
し
て
多
い
こ
と
で
す
。
F
」
み
処
理
施
 
 

設
「
ピ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ
」
の
機
 
 

械
由
都
合
上
、
肥
料
袋
鞋
ど
随
使
用
で
章
 
 

な
く
な
コ
て
い
ま
す
。
今
後
も
同
様
モ
す
 
 

の
で
、
肥
料
袋
磋
ど
に
ご
み
を
入
れ
て
出
 
 

吉
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
壬
い
。
 
 
 

ま
た
黒
い
F
」
み
袋
に
入
れ
て
出
す
こ
と
 
 

屯
で
昔
な
く
な
り
ま
す
。
七
月
以
降
佐
原
 
 

則
「
大
野
市
推
奨
袋
」
で
出
し
て
く
だ
さ
 
 

い
。
少
量
の
F
L
み
置
出
す
と
き
は
例
外
と
 
 

し
て
中
鼻
の
見
ぇ
る
「
白
色
半
透
明
」
の
 
 

袋
で
出
せ
ま
す
。
 
 

植
争
ガ
ラ
よ
■
な
ど
㊥
出
し
方
 
 
 

横
切
ロ
し
た
木
や
竹
な
ど
は
長
さ
四
〇
 
 

誓
、
太
さ
八
托
ン
以
内
の
大
き
舌
に
し
、
ひ
 
 

毛
で
結
ん
で
出
し
て
し
て
く
だ
さ
い
。
ガ
 
 

ラ
ス
な
ど
の
危
険
物
は
、
レ
ジ
袋
を
重
拍
 
 

た
ロ
丈
夫
な
屯
の
で
包
ん
だ
り
工
夫
し
て
 
 

か
ら
東
野
市
推
薬
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
 
 

だ
さ
い
。
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世
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環
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課
廃
棄
物
対
策
係
 
 
 

岩
岳
・
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1
1
1
内
韓
4
6
旦
 
 

平最古ら鵬巳正代毒惰応援   

4年に1度開催苦れる廿甘九－ワールドカップの目  

本代蓑を応援しようと6月12日、平成大野屋平蔵で領  

戦イベントカ†開かれました。参加した約120人は、代  

表選宇の動き一つ一つに一喜一憂してし1ました．  

名水¢ま古育てよぅ   

5月25日、水の見えるまちコくロシンポジウム  

が有終会館で開催吉れました。市民的12ロ人が参加。  

福井大学教授の野蛤憤＝さんによる基調講演のほ  

か、パネルデイスカツションで陳、水壱中心とした  

町コくロの活動が報告さrLました。  

ごみカレンダーです。、備鞄直鞄  ■・－● 
J．■            ヽ  一●■1 ■  
ヽl．＿■l  

訝碍帝担軍．義春「ごみカレ賞辞1芭  
岩鼻源把静のB馨確認して屯荘革も九l苗酷  

1
．
I
 
 

窯跡惑酎彗謹貼遥㌫爵甘酢■出芽御嘩′  

鞘 謁垂遠触計悟鞄   

貴簡＃町境合   

音中他の紙頂蛙2遇、  

問に1鹿、新聞紙∵雄  

パ封タ、タンポール  

旗頭過観に1度囁塵心  

詰す  

宅建川l諾い賦（名刺  

亀克彦凄起上き は祇  

装轟震にÅれ盲f貴職  

髄鴨猟1で出b雷電  

非議語義  

〔1軸  2〔IO6．7広報おおの   ‡剤■  2亡IO6．7広報帯董申   



南
新
在
家
昭
「
ピ
ュ
ー
ク
リ
ー
恕
お
宅
 
 

克
コ
」
怯
、
東
野
市
と
勝
山
市
が
共
同
設
 
 

置
し
た
2
宙
偲
空
襲
で
す
ご
二
月
±
八
 
 

日
取
艶
嵐
粗
式
恋
路
菅
キ
閃
百
婦
嵐
謡
認
 
 

運
転
蚕
行
っ
て
護
読
し
た
。
 
 
 

各
家
庭
世
事
業
師
掛
ら
出
違
粗
毒
ご
み
 
 

換
貫
首
∈
申
施
設
に
親
重
犯
ま
ず
中
 
 

腰
肇
世
莞
L
軒
は
干
≡
百
屈
脳
上
腰
高
潟
 
 

軍
渾
邸
草
江
と
膏
邸
イ
オ
牛
車
肯
奄
ど
癒
 
 

着
害
勧
賞
貯
驚
生
者
抱
ぇ
志
す
馴
鮭
中
世
 
 

落
果
完
工
震
翠
忘
・
不
臆
蛙
租
大
空
 
 

酎
娃
、
不
純
物
敵
陵
墓
車
重
屈
葉
の
同
職
 
 

市史12巷「方言宙」奄発刊   

ぴと訂正  
＝
ト
h
h
打
h
ご
ギ
リ
V
ノ
ポ
霊
…
川
山
山
巧
い
 
 

生
活
環
境
や
衣
食
住
、
習
俗
信
 
 

仰
在
ど
、
市
内
で
僅
ゎ
れ
て
い
る
 
 

酌
6
■
5
0
0
衰
の
方
言
密
集
約
し
 
 

た
宗
野
市
皇
葦
佗
菩
「
方
言
 
 

騙
」
春
発
刊
し
ま
し
た
。
 
 
 

A
5
版
で
5
ロ
Q
ペ
ー
ジ
。
価
 
 

格
は
1
冊
5
0
0
0
円
で
3
0
日
 
 

部
を
販
売
し
ま
す
。
 
 

申
込
・
間
合
せ
先
 
市
史
鋸
富
ん
 
 
 

童
（
国
書
館
内
■
℡
餌
・
5
5
ロ
 
 
 

8
）
 
 

晦日軌許したl乗車冊鞄♭己  

1轍予繋説明菩lの内容に  

蹄鯛試時山鹿野已  

着日訂正bます中  

野1苺藩命垂赴任掌  

睡洞韓り嘩姉御蓼 陳情・要望  

●
一
 
 

●
太
際
光
発
電
軍
備
の
設
置
補
助
 
 
 

太
陽
光
発
電
設
備
に
蛤
か
る
 
 
 

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
っ
 
 
 

封
虫
 
年
間
所
得
が
1
2
■
0
0
 
 
 

万
円
以
下
で
、
市
内
の
住
宅
 
 

に
設
置
す
る
人
 
 
 

滞
市
税
の
滞
納
廿
在
い
こ
と
 
 
 

補
助
額
 
凍
田
い
ず
れ
が
麿
転
 
 
 

低
い
蓋
 
 
 

▼
朝
方
円
 
 
 

▼
温
旨
官
費
冒
 
 
 

▼
1
㌔
叩
ヴ
1
0
万
円
X
出
力
 
 
 

申
込
挿
嘲
8
 
‖
月
3
0
日
葡
 
 

●
低
虫
害
華
僅
背
福
助
 
 
 

低
公
害
車
壷
官
署
諭
壷
、
 
 
 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、
天
然
 
 
 

ガ
ユ
自
動
車
）
の
牢
入
声
の
l
 
 
 

静
夜
補
助
し
ま
す
。
 
 
 

ピ
ュ
ー
タ
リ
ー
プ
お
く
克
コ
で
昧
、
己
 
 

宙
の
持
ち
込
み
受
け
付
け
奉
行
う
冨
山
窟
 
 

盲
。
五
月
型
二
葉
と
年
未
年
地
番
除
く
 
 

平
日
遍
腰
日
暮
青
竜
）
と
毎
日
棄
四
日
 
 

魔
日
の
午
前
八
時
≡
十
分
甜
う
午
後
四
時
 
 

≡
十
分
管
す
｛
た
だ
し
正
午
卦
岳
午
後
一
 
 

時
ま
で
陸
聾
け
付
け
で
音
読
世
如
寄
 
 
 

手
教
科
臆
持
古
込
軸
だ
2
蕗
の
壷
ぎ
た
 
 

茹
辞
農
常
蓋
稟
一
腰
東
庭
曲
壕
笥
 
 

五
蘭
㌔
藩
牒
覇
で
官
背
骨
軋
以
上
 
 

儲
干
㌔
厩
つ
壷
毎
十
円
。
事
業
所
犯
囁
替
 
 

陸
十
㌔
に
コ
き
満
干
四
郎
蓑
歪
墓
 
 

室
電
 
 

問
合
せ
先
東
野
藤
山
地
区
庇
煉
瀞
潜
 
 
 

豪
君
貰
三
雲
野
蒜
苺
壁
盈
 
 
 

●
 
 

奄
ぜ
奄
行
う
た
歯
互
選
別
機
監
靡
け
越
廼
 
 

し
ま
す
。
収
集
時
に
色
分
け
し
て
山
疎
い
 
 

ピ
違
背
還
層
苧
去
蕃
・
号
倍
他
助
三
 
 

種
構
に
聴
蓋
に
慕
轟
選
別
奄
行
u
ま
首
。
 
 

リ
サ
イ
ウ
ル
処
珪
膏
衰
癒
m
声
茄
提
、
勝
 
 

山
市
平
泉
寺
町
田
「
エ
コ
バ
レ
I
」
に
埋
 
 

め
立
て
講
甘
。
 
 
 

ビ
ュ
ー
史
り
－
㌢
革
且
克
ぅ
で
値
嶺
揺
、
 
 

施
策
鞄
見
学
憂
世
風
説
密
行
う
て
い
音
読
 
 

す
。
詳
し
く
妹
願
い
番
怨
世
宅
だ
古
い
。
 
 

施
設
へ
咽
頭
接
待
ち
込
み
 
 

．・湖 面転変流 餌P母1鋸吉   

事寧斬罪軸嘩集  
塵警蜘摘観相P苺 東守y   
清華評 南鞄錮  

鰻重轟：帥専 頓課拒：耳軒■  

封
鼻
 
白
昏
睡
曹
遠
目
埼
で
 
 
 

抵
堂
署
車
杏
葉
乱
し
た
市
民
 
 
 

ま
た
怯
法
人
巾
た
だ
♭
1
年
 
 
 

以
上
憩
若
色
量
曇
岩
 
 
 

岳
甜
営
業
春
宮
ん
守
山
高
遠
 
 
 

業
苦
で
、
自
動
車
榛
萱
証
 
 
 

に
電
郵
苦
れ
甘
い
亀
所
有
者
 
 

n
所
有
者
亡
使
用
者
邸
巽
宿
 
 

る
と
蕃
陳
使
用
者
V
 
 
 

鞄
市
税
田
澤
納
邸
謡
い
こ
と
 
 
 

補
助
額
 
塁
詣
肯
円
宗
麗
 
 
 

し
車
種
忙
よ
っ
モ
異
密
着
早
 
 
 

雲
盟
馴
鹿
儲
羞
葛
農
苫
眉
 
 
 

内
に
争
講
を
昏
つ
こ
と
 
 

中
温
■
問
合
せ
巷
蓮
活
蚕
課
 
 
 

程
掠
堤
塗
露
■
蒜
軸
・
1
1
1
 
 
 

1
由
帯
斗
日
豊
 
 

虫
鞋
士
香
使
コ
て
、
自
分
で
デ
 
 

ザ
イ
ツ
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
小
 
 

物
春
作
り
ま
せ
ん
か
。
 
 

邑
程
・
白
月
1
日
～
Ⅷ
月
柑
日
ま
 
 
 

で
虎
毎
週
址
瞳
自
．
た
だ
し
日
 
 
 

月
1
5
日
は
除
く
（
全
1
8
垣
）
 
 

時
周
 
年
籠
丁
時
3
0
分
～
g
暗
 
 

場
所
 
下
庄
公
民
館
 
 

■
■
■
l
 
 

ロ
 
 
 
 
 
ー
 
 

市席曲う正善  香
草
知
人
｛
先
着
）
 
 

奉
加
料
 
1
5
D
O
円
茸
直
（
憩
 
 
 

粘
土
の
菓
翠
署
 
 

持
毒
物
 
手
≠
伸
幸
タ
オ
ル
、
エ
プ
 
 
 

ロ
ン
 
 

申
込
・
河
合
せ
先
 
下
庄
公
民
誼
 
 
 

芸
6
6
・
2
1
4
旦
 
 

嘩軸＝   1 一再世帯  

九・□   祖甜叫  

内  

執   

毎日中  

甲声郵  
‾コナ・・■：≡：≡＝≡≡き≡≡≡≡＝．‾＝■■■■■L＿ ＿＿  ■■P‾‾‾   
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転身  

【開票結果】   

当 岡田高大（無所属）13，012票  

兼井 大問所属）9，646票  

第
1
4
代
市
長
に
 
 
 

岡
田
 
 
 

越菓北森「甚．れあい市民号」～B挿リリS」の旋～  

巳
暗
・
8
月
2
7
日
嘩
午
前
B
時
1
5
 
 
 

分
に
J
R
些
則
夫
野
獣
集
合
 
 

行
き
先
 
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
 
 
 

オ
ジ
ャ
パ
ン
（
U
S
」
）
 
 

対
象
 
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
 
 

撫
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
 
 

定
員
 
和
人
完
着
）
 
 

草
加
科
 
小
芋
生
6
日
ロ
0
円
、
 
 
 

中
学
生
以
上
1
万
り
臣
h
ご
‖
笈
〓
■
円
 
 

聾
市
の
助
成
竜
3
8
′
0
8
円
香
差
 
 
 

し
引
い
て
い
末
す
 
 

申
払
期
間
 
7
月
柑
白
㊥
一
缶
月
 
 
 

1
1
H
・
囁
 
 

ヰ
価
他
 
U
S
J
－
日
九
塚
券
邸
 
 
 

付
い
て
い
ま
す
 
 

申
込
・
間
合
せ
先
■
 
商
工
振
舞
諌
 
 
 

公
共
変
通
儲
（
薗
髄
・
1
1
1
 
 
 

1
内
線
3
3
2
）
 
 

【投票結果】  

＝＝   L－‾可東  

甫嶺者覿  14．印字．人   帽こ脚  人  8・1ノ埠警人   

埠零春草  叫抑人   ■1：之丘63  人  豆乳‖・．0人   

有劫蜂一   由軸票、．・：無効投票ほか45之■票）   

た
 
 
か
 
 
畠
 
 

高
大
 
 

国
▲
 
 

l
 
 
 

r
大
野
市
史
」
に
記
載
さ
れ
て
 
 

い
る
内
容
壱
も
と
に
、
大
野
の
歴
 
 

史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
色
 
 

男
捏
 
7
月
詣
巳
回
「
8
月
2
7
日
 
 
 

⑳
、
9
月
糾
日
⑳
、
1
0
月
2
2
日
 
 
 

⑳
、
〓
月
2
6
日
⑳
室
5
回
。
 
 
 

1
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
）
 
 

時
圃
 
午
前
1
0
時
～
 
 

場
所
 
国
書
詑
 
 

■
 
 

L
時
 
箇
月
柑
白
面
午
盤
6
時
㌻
 
 
 

分
－
（
午
故
6
曙
関
場
）
 
 

場
所
 
文
化
会
埼
 
 

入
場
料
前
売
n
盲
D
n
ヒ
‖
円
、
当
 
 
 

日
7
日
口
円
喜
席
自
由
・
3
 
 
 

兢
以
上
有
料
〕
 
 

モ
申
備
 
前
売
口
蕃
怯
教
育
委
貝
 
 
 

毒
文
化
振
興
室
、
草
堂
民
僅
、
 
 
 

文
化
会
庖
う
国
≡
臨
、
各
児
童
 
 
 

セ
ン
タ
ー
、
シ
ョ
ツ
ビ
ッ
ク
モ
 
 
 

ー
 ルヴ
イ
オ
で
販
売
中
 
 

間
食
せ
先
 
教
育
委
員
会
文
化
振
 
 
 

興
雪
盲
郎
・
1
1
1
1
内
線
 
 
 

5
4
6
）
 
 
 

■
 
 
 
】
l
 
 

⊥
’
 
 氏

 
 
 

任
期
志
了
（
七
月
」
八
日
）
 
 

に
伴
い
」
八
月
十
一
日
に
告
示
 
 

さ
れ
た
市
長
選
華
。
郭
泉
村
 
 

と
の
合
併
後
初
と
な
っ
た
今
 
 

回
の
選
挙
に
は
、
〓
人
が
立
 
 

候
補
し
、
激
し
い
選
挙
戦
が
 
 

経
口
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 
 
 

十
二
日
か
ら
投
票
日
前
日
 
 

の
十
七
日
ま
で
、
大
野
市
役
 
 

所
と
和
泉
支
所
の
二
カ
所
で
 
 

行
わ
れ
た
期
日
前
投
票
に
は
 
 

二
千
七
百
七
十
日
人
が
投
票
 
 

し
ま
し
た
。
 
 
 

十
八
田
午
前
七
時
か
ら
市
 
 

内
〓
十
八
カ
所
の
投
票
所
で
 
 

一
斉
に
投
票
が
始
ま
ロ
、
市
 
 

民
の
焉
き
一
票
が
投
じ
ら
れ
 
 

ま
し
た
。
投
票
は
一
部
地
域
 
 

を
除
い
て
午
後
ハ
時
に
踊
助
 
 

切
ら
れ
、
同
日
九
時
〓
十
分
 
 

か
ら
有
終
会
館
で
開
票
作
業
 
 

押
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
 
 

果
、
岡
田
高
大
氏
の
当
選
が
 
 

決
ま
り
ま
し
た
。
 
 
 

投
票
率
は
七
二
T
≡
九
％
。
 
 

前
回
の
市
長
選
と
比
べ
、
二
・
 
 

七
ポ
イ
ン
ト
上
回
ロ
ま
し
た
。
 
 

定
＝
貝
 
訓
人
 
 
 

同
伴
）
 
 

乳
業
中
道
菓
な
ど
に
対
す
専
心
 
 

構
克
也
㌧
事
業
計
画
の
作
虚
方
詰
 
 

寄
ど
を
苧
】
か
副
業
塾
密
閉
催
し
草
 
 

す
．
 
 

日
程
．
7
月
8
日
㊧
、
9
日
噂
1
 
 
 

書
目
書
、
出
目
◎
室
4
国
｝
 
 

時
間
 
午
前
9
時
～
午
後
高
時
 
 

場
所
 
大
野
商
工
会
館
 
 

受
講
料
 
5
ロ
0
0
円
 
 

定
員
 
別
人
 
 

申
込
給
吻
■
日
 
7
月
石
巳
魯
 
 

申
込
・
間
合
せ
先
 
夫
野
面
工
会
 
 
 

議
所
毒
6
8
・
1
2
3
且
 
 

日
喝
 
7
月
刀
日
⑳
午
前
日
時
ま
 

で
に
大
矢
戸
天
文
台
駐
車
場
集
 

合
〔
雨
天
中
止
）
 
 

対
象
 
 

講
師
 
 

定
員
 
 

申
込
 
 
 

■
b
 
 
 

｛
ロ
 
 業

塾
を
開
伊
 
 

東
野
師
工
惑
乱
所
 
 

中
学
生
以
上
 
 

加
倭
守
男
さ
ん
 
 

島
国
卸
人
（
先
着
†
 
 

同
寺
せ
先
 
回
書
館
二
義
 
 

5
5
0
0
）
 
 

診
断
士
派
遣
切
傷
用
助
成
 
 
 

昭
和
五
十
」
ハ
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
 
 

着
工
し
た
〓
P
建
て
木
造
住
宅
春
対
象
に
 
 

耐
震
診
断
を
某
施
す
る
場
合
、
耐
襲
診
断
 
 

士
の
派
遣
乗
用
壬
一
万
円
）
の
九
割
（
二
 
 

万
七
千
円
）
を
助
成
し
ま
す
。
 
 

廟
壌
狂
風
璧
載
藻
 
′
力
■
一
．
 
 

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
以
前
に
所
在
 
 

す
る
住
宅
を
対
象
に
耐
震
改
修
奄
美
施
し
 
 

た
場
合
、
そ
の
住
宅
に
対
す
る
固
定
費
慶
 
 

祝
が
減
薩
き
れ
荒
す
。
た
だ
し
、
耐
藍
改
 
 

修
が
完
了
し
た
時
斯
に
応
じ
て
、
減
諭
吉
 
 

れ
る
期
間
甜
異
な
ロ
ま
す
。
 
 

対
象
〔
尉
）
日
本
建
築
防
崩
協
会
が
定
宙
 
 
 

る
基
準
に
適
合
す
る
改
修
が
行
わ
れ
た
 
 
 

木
造
住
宅
ま
た
は
マ
ン
シ
ョ
ン
。
た
だ
 
 
 

し
、
〓
P
あ
た
ロ
≡
十
万
円
以
上
の
改
 
 
 

（
小
学
生
は
保
護
者
 
 ■

 
 
 

耐
震
改
修
で
固
定
資
産
税
減
額
な
ど
 
 

地
震
に
強
い
性
囁
囁
づ
く
 
 

■ 
i■■■   

阪
神
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
、
い
つ
ど
 

こ
で
起
こ
る
か
分
計
ら
な
い
の
が
地
震
で
す
。
 
 
 

市
で
は
、
地
震
に
囁
い
住
宅
へ
の
改
修
を
促
進
す
 
 

毒
た
め
、
耐
震
語
断
士
の
派
遣
費
用
の
助
成
や
耐
震
 
 

改
修
し
た
住
宅
の
固
定
資
産
税
減
額
な
ど
を
実
施
し
 
 

ぞ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
古
い
．
 
 

l
－
 
 

奉
加
料
 
1
∩
岩
じ
円
（
保
険
料
）
 
 

馨
 
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
ズ
ッ
 
 
 

ク
ま
た
は
登
山
靴
 
 

持
盲
葡
 
昼
食
、
タ
オ
ル
、
軍
事
 
 

申
込
掛
切
目
 
丁
月
劫
白
㊥
 
 

申
込
・
問
合
せ
先
 
大
野
歴
史
曲
 
 
 

集
丁
佐
や
木
伸
治
芸
晶
・
8
 
 
 

4
Q
2
〕
 
 

募
集
団
地
 
真
二
番
〔
1
戸
）
 
 

虎
却
出
口
壬
 
ユ
「
唇
壱
舅
‖
 
 

＃
市
整
備
諌
 

慣
費
用
が
掛
か
っ
た
場
合
の
み
適
用
 
 

鱒
詳
し
い
基
準
は
（
財
）
日
本
建
築
防
災
協
 
 
 

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
F
」
発
く
だ
古
い
 
 
 

h
算
p
し
く
毒
妻
戸
k
e
コ
ロ
h
芳
u
・
b
畠
翠
0
「
．
j
p
＼
 
 

■
壱
韻
内
辱
 
税
額
の
二
分
の
一
 
 

薄
執
細
開
 
平
成
〓
十
一
年
十
二
月
末
ま
 
 
 

で
に
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
場
合
怯
翌
 
 
 

年
度
分
掛
ら
≡
年
間
、
二
十
〓
年
か
ら
 
 
 

こ
一
十
四
年
の
喘
合
は
翌
年
度
分
か
ら
二
 
 
 

年
間
、
二
十
五
年
か
ら
二
十
七
年
の
場
 
 
 

合
瞭
翌
年
度
分
の
み
 
 

裏
方
法
 
工
事
完
了
後
≡
力
月
以
内
に
 
 

「
固
定
資
産
税
減
頴
証
明
書
」
在
添
付
 
 
 

し
て
申
請
 
 

♯
減
額
証
明
書
は
地
方
公
共
団
体
や
建
築
 
 
 

士
事
讃
所
に
所
属
す
る
建
築
士
な
ど
が
 
 
 

発
行
し
ま
す
 
 

申
革
■
問
替
世
先
 
都
市
整
備
課
住
宅
緑
 
 
 

地
唾
芸
由
・
1
1
1
1
内
線
3
5
且
 
 

規
格
．
2
ト
D
K
。
監
華
喘
⊥
各
 
 
 

戸
1
台
｝
、
ベ
ー
コ
ン
タ
、
エ
ア
 
 
 

コ
ン
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、
 
 
 

風
呂
、
ト
イ
レ
、
衛
星
放
送
、
 
 
 

貴
庫
、
工
レ
ぺ
－
タ
ー
 
 

資
格
一
定
の
収
入
基
準
を
満
た
 
 
 

し
て
い
る
人
 
 

壁
同
居
の
濁
度
蕃
有
す
竜
己
と
 
 

寮
賃
 
月
額
5
万
4
7
ロ
D
円
～
 
 
 

6
万
5
n
ど
‖
岩
じ
円
 
 

申
込
・
同
音
せ
先
．
都
市
整
備
課
 
 
 

住
宅
棟
地
倖
盲
髄
・
1
1
1
 
 
 

1
内
線
甘
器
6
）
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古淵ら騙します  な重たじ1と葱項た辟缶、両静毎勧め毎菰コモ1年  

生田時評撃韓埠蓋日直¢   

一大会での様子はどうでしたか   

葡萄軌鎖観大貴頓肺喪廿た拒苧監督た咽  

でと潤しまbた．牢番打た和て右下邸ら菅  

に簸撃♭艶捷記、初薩摩無事に勝毎上部垣茫と却  

否吾まじ恵さノ紳酢怯車蛭に講で萄つ和義した  

軌軍張右茫b哺解けで革績ま雷現地転任瑚  

音義芭噛萎ま克た。   
－一鷲韓輝宰阜密葬翠毒しでか毒す掘   

返1臥工手廿イト広囁官許暫しでし催すα鮭  

習菅【乱1コ轟棄割に申コ若、仕邸馨し乱味うlこ  

心掛仕官し1泰弘苦れと雫臨轟でサツ片几かタ  

密打コ速剖＝しモし1鼓す。廿むドパヅ安打石奄す  

愚已と君下剋雅恕憺埠純綿認知揖転   

－」撃撃砕巨樹ま   

官月に県立武道密で北陸東金甜鹿由れ番¢で、  

儲膀嘗指し若頭頭甲羅厨若草宣いし1牌牽残bて  

1要用に開催畜恥忍堂国東毒に出られ亀よ空引こし              ‾ ‾ケ ■‾  

たいです。  

姦プ弛コ封畢タト空事曝革韓相手に打撃著当て巷   

鮮す‾  

＿r ▼   

・長寿♯阜早年撃嘔乱   

皆富ん相席億歯の窓口で支払ウた  

金偏盾董レ引いた医療費が末書く伸び  

てい零す。一斉、主な収入侶一つと血  

石国保税旺韓ばLlで．厚保会計は赤字  

が続いています．赤字釧ま基金を取り  

崩すことで補ってい‾苦す。   

平成1丁年露宋現在助碁会輔周は約瑠  

偉5加8万円．こ野乗事で性近い将来、  

基金が底を来いてしまいます。  

2与億円  

却應再  

●1草匡円  

佃怯円  

山田 康雅さん惜田小6年）   

山田さんlま4日に陪か軋たブ几コンタクト空宇  

の「県聾ユニア空事準軍事権包帯助辞6年貴女頚  

舌タラ采」で優勝しました。  

一重芋呑始めた書っ糾ナ旺   

中学2年生鞄兄野望手奄習つ若し1て＝、僕右党く  

自
営
業
者
華
南
鰯
著
奄
ど
ガ
潮
見
音
量
 
 

大
器
市
直
属
昔
保
障
（
轟
■
由
税
率
 
 

邸
四
月
智
暦
変
拍
ロ
ま
し
崖
。
 
 
 

畳
誓
整
監
署
蕾
轟
写
早
産
膏
 
 

市
民
聖
二
割
以
上
が
加
入
 
 
 

国
保
拍
亜
瓦
著
枯
平
成
十
八
年
三
月
表
 
 

現
在
一
万
四
千
≡
十
八
人
。
市
珪
栃
由
≠
 
 

五
郡
部
部
Å
し
甘
い
竜
u
と
に
啓
ロ
ま
昔
。
 
 

●
 
 
 

苫
♯
傭
藍
 
 

斑
幻
簡
方
■
軒
弛
真
理
孟
鞄
最
報
告
竃
 
 

任
朝
毒
秋
蔚
森
田
苛
協
器
差
等
丁
）
見
 
 

卜
1
〓
†
腰
琶
愈
儲
巷
層
農
儲
蔓
 
 

ド
畳
∃
封
n
山
岳
幸
也
ア
朝
生
溺
剣
士
（
島
 
 

田
啓
苧
u
蕉
こ
柴
田
L
已
護
V
零
時
と
な
 
 

ロ
爪
塩
措
現
妻
墓
相
 
 

訝
聖
母
者
嘗
忘
－
 
 

一
室
黒
壁
薪
〓
護
摩
頭
書
争
起
語
鞄
 
 

首
代
て
蔓
活
科
挙
研
究
義
満
十
患
部
昏
 
 

百
掲
出
継
室
轟
｝
噂
A
専
属
下
す
若
者
 
 

定
吉
加
速
兼
敏
蕃
ヂ
鹿
蒸
産
億
日
雇
眉
二
億
 
 

章
憲
子
〓
男
晶
豪
華
鴇
∴
西
村
祐
葺
 
 

厨
苛
往
復
苫
簡
・
a
・
t
・
H
 
 

幸¢ユユ■ヽ   

画
垣
轡
 
凧
 

適
面
書
館
 
 

今月は「新一葦啓上覧」として丸同町（現坂井市）  

が募集した往復書簡の入選作品集を紹介します。   

平成5年却ら始まった「一筆啓上賞」は、書き手  

からの一方通行の手紙形式でした帆平成15年から  

新しく往復書簡の形になロました。   

3■回日の今回から字数の訓限群緩和され、中には  

1文字の作品もあロます。「愛」をテーマにした今  

回は、全国から約2万30DO通の応募＃あり、その中  

から選ばれた太賞5作品奇書電148作品が友人・恋  

人同士、妻と夫、親と子などのやロとロに分持古れ  

て収められてし1ます。壁を伝ぇたいという書き手の  

強い悪意と、受け手の弄直な気持ちが見える作品ば  

却ロです。  

国
保
会
計
■
の
収
丸
嘩
主
に
空
曹
誹
 
 

朝
助
竜
国
保
税
と
国
・
県
掛
ら
の
焚
付
審
 
 

理
硬
貨
篤
子
ホ
ま
す
．
一
方
、
支
出
由
 
 

重
職
恕
鞄
悌
底
億
機
儲
菅
惑
口
負
担
b
た
 
 

捜
暫
曲
直
痘
聾
管
す
。
 
 

匡
軽
費
が
魚
層
 
 
 

税
率
奄
改
正
す
彗
L
と
に
鞋
コ
た
粟
国
 
 

に
臆
、
視
壁
二
っ
甜
挙
げ
ら
和
ま
す
。
 
 

【
児
童
図
書
一
 
 

審
箭
春
雷
先
宣
告
三
雲
雷
蓋
ダ
 
 

ニ
⊥
鹿
砦
苧
和
讃
笠
乳
二
日
若
惚
・
・
 
 

ザ
I
J
b
｝
中
耳
J
b
幸
ン
完
の
盛
と
囁
い
の
魔
 
 

法
苓
イ
甘
す
ウ
イ
㌢
蜃
ヨ
一
室
蓋
子
 
 

ど
笥
偲
凛
笥
朋
年
湖
心
蘭
二
上
蔀
馳
二
崩
蘭
 
 

信
江
叫
 
 

這
蓋
－
い
 
 

馬
車
で
裾
つ
瀞
団
に
椚
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ユ
曹
 
 

霊
芝
恕
膏
最
蓋
志
す
塑
腎
畳
二
派
 
 

サ
ト
・
悲
喜
￥
葦
萎
還
し
 
ど
井
伊
 
 

一
重
甘
奉
憾
早
エ
ビ
声
音
辛
〓
璧
苛
音
読
 
 

麻
牽
ろ
う
お
ぼ
謹
ん
門
長
薪
基
三
吉
表
見
 
 

唾
聖
鷲
笥
き
包
嘩
蒜
蒜
■
田
口
義
た
知
｝
 
 
 

苦
境
他
四
百
六
十
画
冊
Å
闇
ま
し
た
。
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■l ．  

ホッとハウスinおおの  
県
掛
ら
の
交
付
金
甜
減
っ
七
い
ま
す
蜃
 
 

▼
介
護
保
険
納
付
金
由
増
加
 
 
 

田
十
歳
知
ら
」
ハ
十
四
歳
ま
で
の
介
護
保
 
 
 

険
制
は
、
宙
健
康
保
障
計
ら
一
括
し
て
 
 
 

密
に
納
め
ま
す
脅
そ
の
介
護
納
付
金
が
 
 
 

増
加
し
て
い
ま
す
。
 
 

廿
堪
 
 
 

加
入
者
が
納
め
る
国
保
税
は
、
所
得
 
 

割
・
資
産
劃
・
均
等
割
■
平
等
割
の
合
計
 
 

▼
急
激
軍
医
擾
黄
の
増
加
 
 

高
齢
化
侶
進
展
で
、
大
十
五
歳
以
上
の
 
 

碑
人
音
が
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
い
医
療
 
 
 

費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
 
 

▼
国
・
県
か
ら
昭
交
付
金
捌
滅
 
 
 

≡
佐
一
体
改
革
な
ど
の
影
響
で
、
■
国
や
 
■
 
 

＝  ＝   

高齢受給者証  

更新します  

各軸歳助長が持つ「高胞麿恕嗜  

範董痘葡鮎軸脾腹帯月割日甘す。斬心Ⅵ蓋 

柵菅絹轟車間こ蓮癖し乾すので、囁  

伍轟盛宙若潮苛証ば奉告で破棄♭てくだ  

毒ぜ塩草苛て撮睡証を磯賛しないよう一法  

勧婿離由兢   

去敵組拍義朝止の人ば著月かち自■己負担  

劃費蔚新路判産産準ポー辞変更されます†  

謹し引事f酌1合ゎせくだ菖Ll。  

周密萄先 市民裔国保年金係  

（東熊・‖11内♯4醐  

．
’
 
 

盛
で
す
■
。
今
回
、
各
項
自
の
税
率
奉
祝
正
。
 
 

急
激
客
観
負
担
曙
を
抑
え
る
た
顔
、
毎
年
 
 

三
千
万
円
の
重
量
置
活
用
す
悉
ほ
か
、
低
 
 

所
得
世
帯
に
適
用
し
て
い
る
均
等
割
と
平
 
 

等
割
印
軽
減
措
置
町
拡
大
直
行
い
ま
し
た
。
 
 

層
が
旺
 
Y
 
 
 

医
療
費
ガ
増
え
竜
と
国
保
税
由
引
き
上
 
 

げ
に
つ
な
が
ロ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
健
康
 
 

な
体
コ
く
ロ
に
努
め
ま
し
ょ
二
つ
。
 
 
 

遠
慮
奄
運
動
や
正
し
い
食
生
活
な
ど
、
 
 

基
本
的
轟
こ
亡
か
ら
始
め
て
み
て
昧
ど
う
 
 

で
し
ょ
う
．
 
 

聞
合
せ
先
 
市
民
課
国
保
年
金
儒
（
℡
髄
 
 

・
1
1
1
1
内
線
4
5
8
）
 
 

＃囁囁の健康保革に加入した場合、国保   

脱退の届け出が必要です。有れずに届   

け出てください  

栴
ツ
と
ハ
ウ
革
－
n
缶
お
価
は
、
′
 
 

麿
貰
古
重
晶
子
育
て
に
閣
苛
 
 

苛
悩
み
香
気
軽
に
相
談
し
て
も
ら
 
 

撃
つ
と
、
平
成
十
先
年
十
〓
月
知
 
 

ら
講
勤
し
て
い
ま
嘗
．
会
砂
金
称
 
 

蛙
、
夫
人
も
子
供
毛
ホ
せ
七
二
愚
 
 

コ
け
竜
竜
所
に
し
た
は
ゃ
ま
た
生
 
 

姜
物
怯
本
能
俄
に
温
掛
掛
二
元
由
 
 

ト
な
｝
場
所
に
寄
っ
モ
宅
亀
田
で
、
 
 

み
ん
奄
に
集
ま
∋
て
屯
昏
託
た
ら
 
 

と
思
い
名
付
け
た
吾
竜
面
す
b
 
 
 

「
最
近
昼
丁
レ
ビ
中
経
誌
呑
通
 
 

じ
て
、
子
育
て
に
蘭
書
慕
情
報
を
 
 

簡
単
に
宇
に
九
耽
轟
こ
と
が
で
書
 
 

ま
す
．
で
も
悟
葡
加
重
す
ぎ
芋
㌔
 
 

何
部
正
し
克
て
何
甜
聞
違
コ
君
臨
 
 

壷
助
辞
判
軒
邸
離
し
垣
、
情
報
た
 
 

韮
日
周
眉
根
野
草
で
す
。
モ
絶
と
 
 

周
ロ
に
気
軽
に
相
談
モ
善
悪
人
静
 
 

い
往
い
た
鞄
、
一
人
で
惜
掛
直
抱
 
 

え
て
い
毒
お
讐
ん
甜
番
い
廣
ら
 
 

に
思
え
、
何
か
菅
書
重
宝
嵩
置
 
 

い
掛
と
思
豆
た
亜
が
華
コ
か
け
で
■
 
 

す
」
と
代
竜
愈
梅
葦
 
 
 

寮
監
乱
臣
語
草
基
準
装
 
 

置
や
芋
育
で
奄
価
器
b
た
メ
諾
パ
 
 

ー
が
、
自
分
邸
感
じ
た
碧
げ
や
苦
 
 

労
奄
コ
コ
コ
た
体
験
蓑
詰
集
壷
発
 
 

刊
し
て
い
ま
す
ご
」
れ
値
「
子
育
 
 

て
に
惜
革
お
母
吉
山
却
、
自
分
の
 
 

どう甘如？乱たち【壷Ⅰ覗現  
今回改正された「税率」と「軽減措置」の内容をお却らせします。  

0税率対照表拝成18年4月改正）  ●
 
 

出
垂
時
の
話
に
な
壱
亡
生
書
生
き
 
 

し
て
い
昂
様
子
を
見
て
、
膏
の
疇
 
 

■
の
感
動
奄
思
い
出
し
て
缶
ら
い
子
 
 

育
て
に
自
転
在
籍
コ
モ
事
垣
革
ウ
 
 

と
患
コ
た
穿
華
丑
辞
世
茫
コ
乾
 
 

草
コ
で
す
ヰ
詔
産
塾
竃
蓋
皇
 
 

旺
号
の
四
ま
で
、
子
育
て
染
昏
 
 

幹
詠
も
の
が
た
望
吐
音
曲
≡
ま
 
 

で
莞
刊
連
れ
て
い
叢
書
。
 
 
 

号
の
ほ
掛
に
竜
、
専
皇
完
百
 
 

駐
日
に
一
所
世
と
市
」
春
闘
催
し
 

君
臨
諾
謹
句
碑
甘
よ
市
君
は
水
彩
 
 

留
置
適
確
萱
喜
車
重
羞
扇
 
 

田
囁
邸
用
意
密
軋
モ
い
ま
首
や
煮
 
 

た
子
供
由
古
着
や
佐
和
荘
く
在
っ
 
 

た
お
屯
ち
骨
碇
ど
家
持
古
寄
コ
た
 
 

バ
菅
－
中
本
工
翠
雪
辱
ど
の
扁
動
 
 

産
通
し
夏
苺
筈
深
雪
盲
嵩
竜
 
 

各項目の説明  

・所得割 前年の所得に応じて  

・資産割 今年の国定茸産税額に応じて  

・均等割1人に掛かる金額  

・平等割1世帯に掛かる金額   

※年齢によって保険税額が異なります。亜歳末満と65歳以上の人は医療骨のみ、亜歳以上   

65歳未満の人は医療分と介護骨の合計となります（65歳以上の介護保険料は年金からの   

天引書または納付書によ苗納付となります。詳しくは次ページをご覧ください）   

O r軽減措置」拡大と新設   

所得額が一定額以下の世帯の場合、「均等割」と「平等割」を世帯の所得執こ応じて、6割または4割軽減し  

「
子
供
た
石
動
折
る
出
石
恕
太
⊥
 
 

や
子
供
同
士
で
笹
聖
L
亡
で
、
家
 
 

に
い
愚
息
蕃
と
畢
つ
、
伸
び
伸
び
 
 

と
し
た
桂
芋
奮
盈
芋
占
素
す
」
 
 

「
性
か
町
宙
母
革
ん
た
ち
と
悩
み
 
 

を
相
談
し
苛
つ
と
心
ガ
無
く
笹
口
 
 

ま
音
e
お
警
ん
障
古
書
革
ん
、
 
 

中
憩
荒
島
捲
思
苛
庵
這
諾
 
 

あ
竜
神
ん
盈
鞋
に
題
辞
に
来
吉
 
 

ほ
し
い
で
す
堪
」
せ
奉
加
嘗
面
題
 
 

字
璃
 
 
 

開
催
す
義
軍
時
間
僅
だ
詳
 
 

し
く
は
梅
林
古
ん
（
立
田
・
7
8
 
 

富
里
重
器
問
い
竜
神
世
て
く
だ
 
 

諾
い
．
 
 

てきました甲今回の改正で、軽堀割台の拡大と2割軽減の新設を行いました。  

罫国保加入者が2人世帯の場合   

所得額が3ヨ万円以下  6劃軽減  → 丁割軽減   

所得翠が57万500D円以下 硝り軽減 → 5割軽減   

所得顛が103万円以下  軽減在し  → 2都軽減  

2ロロ乱7広報おおの  200eけ広報ぉおの   亡7I  



が変ゎり王lた   
座
に
参
加
し
た
n
1
日
主
活
動
に
 
 

利
用
し
た
ロ
す
る
こ
と
で
、
地
区
 
 

民
同
士
睦
も
ち
ろ
ん
地
区
民
と
行
 
 

政
が
情
報
交
換
で
き
託
す
七
 
 
 

草
公
民
館
の
最
新
情
報
単
語
鹿
 
 

妻
内
は
、
誼
報
や
鹿
－
ム
ぺ
－
ジ
 
 

で
苗
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
 
 

2
貰
い
た
だ
告
、
一
度
是
昔
運
ん
 
 

で
み
て
v
だ
さ
い
。
 
 
 

モ
の
曝
却
ヰ
学
び
鞄
里
「
逝
い
 
 

臼
ん
」
サ
内
に
生
苦
学
習
セ
ン
タ
 
 

ー
家
格
範
し
重
電
云
苺
壷
1
蕃
 
 

怯
、
放
送
大
学
聖
書
垂
聖
逼
 
 

聴
項
竜
こ
と
が
で
華
ま
蕃
。
ま
た
 
 

親
許
覚
ラ
イ
フ
一
っ
リ
ー
で
保
管
し
 
 

て
い
竜
郷
土
豊
科
な
ど
町
動
画
香
 
 

配
信
し
て
い
く
予
定
で
首
。
 
 
 

生
涯
学
習
性
「
い
つ
で
も
 
ど
 
 

こ
■
で
も
 
在
ん
で
も
」
苧
ぺ
竜
こ
 
 
 

65歳1三」との介護保険料が4月分封ら変わりました。これは3年に1度の  

見直しによるものです。   

今月中旬に納入通知書を送付しますので確認してください。  

問合せ先 社会福祉課高齢福祉係（℡B6・1111内線476）  

スタート   

サ
 
 

と
が
大
切
で
す
。
モ
の
た
め
、
市
 
 

で
は
誼
町
四
木
柱
で
「
学
び
助
里
 
 

コ
く
ロ
」
を
進
助
て
い
華
ま
す
。
 
 

▼
指
導
者
の
育
成
 
 
 

市
民
と
行
政
と
の
協
勤
麦
与
ヨ
 
 
 

く
ロ
研
究
垂
「
東
野
明
倫
紀
L
 
 
 

の
開
催
や
、
生
涯
学
習
イ
ン
ス
 
 
 

ト
一
フ
タ
タ
ー
町
葺
成
囁
ど
香
道
 
 
 

し
て
、
薇
と
在
高
指
導
者
を
育
 
 
 

成
じ
束
す
。
 
 

▼
学
習
機
会
由
堤
供
 
 
 

十
〓
月
ま
菅
野
毎
月
行
∋
て
い
 
 
 

革
帯
民
苧
硬
や
公
民
凝
議
座
の
 
 
 

顧
催
、
平
成
十
五
年
に
友
好
協
 
 
 

定
壱
締
結
し
た
帯
井
元
学
田
公
 
 
 

開
講
座
へ
軌
参
加
呼
び
粗
け
苛
 
 
 

ど
を
行
い
、
学
習
横
毒
壱
提
挺
 
 
 

し
ま
す
。
 
 

▼
学
習
清
勒
阿
倍
蓮
 
 
 

自
分
が
椿
コ
て
い
竜
瑚
誌
面
特
 
 
 

技
寄
生
却
し
活
動
す
番
人
材
派
 
 
 

遣
や
、
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
 
 
 

田
開
催
な
ど
密
通
し
て
、
学
習
 
 
 

啓
蟄
琶
促
進
し
嘉
す
。
 
 

▼
惜
報
錯
綜
儀
・
相
談
 
 
 

生
涯
学
習
に
閏
す
轟
情
報
香
港
 
 
 

載
し
た
ガ
イ
ド
ブ
蜘
骨
壷
書
匪
 
 
 

肇
公
民
館
な
ど
に
配
布
し
、
情
 
 
 

報
錦
鯉
侯
壷
行
い
暮
す
や
ま
た
 
 
 

生
涯
学
習
七
耳
タ
I
で
は
、
学
 
 
 

習
面
相
談
な
ど
轟
随
時
受
け
付
 
 
 

け
て
い
ま
首
。
気
軽
に
問
い
合
 
 
 

和
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

園
舎
せ
先
 
生
涯
学
習
セ
ッ
タ
ー
 
 
 

蚕
育
葺
真
金
社
会
観
青
課
柑
 
 
 

℡
甲
1
1
1
1
内
線
5
4
呈
 
 

■■■●■■一一●一   

い
つ
も
畏
ぺ
甘
い
る
農
事
由
材
 
 

料
甜
ど
申
よ
う
に
侍
ら
祖
て
い
萄
 
 

の
却
実
際
に
條
萌
す
竜
こ
と
で
、
 
 

轟
に
対
す
量
感
謝
面
意
や
理
鮭
壱
 
 

諜
曲
て
い
く
己
と
右
食
育
担
太
宰
 
 

雀
宮
昔
掛
一
つ
で
す
も
今
回
は
 
 

争
 
 

食
へ
の
感
謝
を
知
壱
 
 

1  介護保腱料の納付方法には皇唾棄あります．  

●・：■年金から由表別舌（脚嘩聴）   
一  年観1昌万円以上の年金受章者は．年金から   
■  介護保険料が天引きされます．対象となる年   
■   金は老齢（退聴）年金のほか、今年「0月から   

●  は障害年金や遺族年金も対顔と在ります。 ：臓向軒こよ甜付相場観椚   
工  年額1畠万円未満の年金受給者や尊卑砧歳の   

■  誕生日を迎えた人は、年金からの天引きがで  

■   〔自分の口座から保険料を差し引くこともで  

介藍保険料は上記創設階に分類されますが、  

次の場合は保険料が安くなります。  

●税制改正臣虻悪丑撃縦軸 

平成1了年度税制改正により「本人が市民税   

非課税者」または「市民税非評観世弓削こ属して   

いた人」が、「本人が市民税課税者」（上記第5   

段階Iまたは「市民税課税世帯に属する人」   

洞菜4投蓼割に串った場合．団の額別封策に   

ょり、撞租借置の触轟となります．なお、白  
帯手続割蛸要あり壷せん。  

●低所得者嘩保嘩翠鱒嘩   

今年度の保偉科が「萬3段階」に属する人   

のう与、本人とその世帯に属するすぺての人   
の年間収入が一定額以下で．資産・財産や兢  

毒由有無などの要件春満牢耳｛Jま 

． 

※一定額は、†人世帯なら年間11D万円以下、世   

帯員が1＿人増えるごとに棚万円を加算した額  

申帯・間合嘩 社会福祉標高齢福祉係  

（℡砧・1111内線47郎  

五
月
十
七
日
、
乾
矧
小
学
校
で
 
 

全
校
児
童
四
十
七
人
邸
蓉
Ⅱ
し
、
 
 

田
植
克
悟
顔
甜
再
窮
茹
ま
し
た
。
 
 

七
年
前
掛
ら
苧
横
田
奄
「
田
血
ぼ
 
 

で
コ
ト
コ
コ
ー
」
と
名
付
け
活
動
 
 

し
で
い
ま
す
．
地
元
田
芸
事
組
合
 
 

法
人
ア
ハ
諺
七
乾
画
鈴
鹿
暮
春
吾
 
 

け
祝
辞
ら
、
た
ん
ち
ょ
う
も
宅
の
 
 

苗
奄
措
孟
〒
い
ま
す
。
 
 
 

田
植
え
モ
臨
空
画
児
童
が
四
球
 
 
 

田
植
麦
体
襲
学
習
春
行
コ
て
い
竜
 
 

乾
側
小
学
校
切
取
畳
鰯
み
在
紹
介
 
 

し
ま
首
。
 
 

田
ん
ぼ
ガ
学
校
置
く
の
通
学
路
 
 

沿
い
に
あ
毒
由
で
、
子
供
た
与
接
 
 

い
つ
℡
も
苗
鞄
様
子
を
果
急
こ
と
 
 

が
で
壬
ま
す
。
ま
た
吾
学
年
で
、
 
 

理
科
幻
票
一
環
と
し
て
苗
拍
 
 

生
育
法
況
春
雷
察
し
た
ロ
、
米
作
 
 

り
却
ら
見
番
歴
史
曲
教
材
と
し
て
 
 

活
用
し
た
ロ
し
で
い
表
す
。
 
 
 

秋
に
行
コ
て
い
丞
相
刈
8
や
、
 
 

収
穫
し
た
も
ち
米
香
お
も
雪
に
し
 
 

て
重
代
竜
品
れ
あ
い
集
毒
な
ど
、
 
 

体
襲
全
体
を
通
し
て
子
供
た
ち
に
 
 

も
変
化
が
出
て
き
嘉
し
た
。
申
出
 
 

南
廿
鼻
先
生
は
「
こ
れ
ま
で
な
却
 
 

な
押
頂
ん
牒
に
入
れ
穆
甜
コ
た
子
 
 

で
も
、
六
年
生
に
在
日
班
長
と
な
 
 

っ
た
こ
と
で
自
ら
進
出
で
田
ん
ぼ
 
 

に
武
義
よ
う
に
な
ロ
ま
し
た
。
農
 
 

作
業
春
体
験
じ
、
米
作
ロ
の
東
壁
 
 

古
在
実
感
す
る
こ
と
で
、
い
つ
も
 
 

□
に
し
て
い
魯
畏
ペ
物
由
太
事
 
 

己
↑
恩
ぎ
膏
食
彗
乱
こ
と
の
太
切
 
 

吾
に
気
付
く
の
だ
と
思
い
ま
す
」
 
 

と
語
コ
て
く
れ
ま
し
た
。
 
 

に
分
計
れ
、
六
年
生
が
班
長
と
な
 
 

コ
て
、
班
長
在
中
心
に
協
力
し
合
 
 

っ
て
作
業
し
て
い
ま
す
。
上
級
生
 
 

蛙
慣
れ
た
宇
コ
苦
で
田
桓
孟
春
し
 
 

な
が
ら
「
そ
こ
に
植
ぇ
残
し
あ
轟
 
 

よ
」
と
、
て
き
ぱ
き
指
示
在
出
し
 
 

ま
す
¶
一
年
生
は
由
ん
ぽ
に
入
ら
 
 

ず
苗
在
渡
し
奄
が
ら
上
級
生
巧
作
 
 

業
在
寵
察
し
ま
首
。
 
 

垂ます．通帳と印蓋を持参し、春慶融壌閉ま  

たは郵便局森口で同い合わせくだ貴い）  
】
 
 
 
 
 
 
l
 
l
 
 

■
 
■
 
■
 
●
 
■
 
■
 
⊥
 
l
 
■
 
■
 
 

某昨年から引書続き特別軸収されている人は、  

10月から金額が変わります。これは．年額の   

保険料からヰ・6・8月で天引きした保険料を   

差し引いた額を護りの10・12・平成19年2月   

の3同で徴収するためです  

■l■ ■ ■ ■ ■1■ ■ t■l■ ■ll■ ■ t ■1＝ ■ － ■  
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二－  

11■． 巾．鮎  
界・トゲウオ展  

藍］   
14日から  

くい巧おいし   

本廟着水イトヨの里では．市の宝物「イトヨ」  

をさらに深く知ってもらうため、イトヨの仲間  

であるトゲウオを絹介する「世界のトゲウオ昆」  

を開催します．なお県が昨年、水資源のブラン  

ド化を回るため、県内35カ所を選定した「ふく  

いのおいしい水」畳紹介する展示会も同時間催  

します．  

蝿 情 7月14日㊧～白月31日車  

■ 闘 午前9時～牛後5時  

亡土．日、祝日は午後6時〕  

嶋∵帯 木原着7kイトヨの里  

入庫料．大人200円．子供50円（通常の入顔料  
で企画展を見ることができます）  

♯甥8‡毎週月曜乱 国丘の祝日の翌日 亡た  

だし丁月18日㊥は開館します）  

何台♯生 木廣着水イトヨの里（℡防・■5104）  

全国生涯学習マスコット  
rま替ピー」   

生
涯
学
習
由
範
囲
は
、
趣
味
・
 
 

葉
陰
も
与
ろ
ん
ボ
ラ
ン
一
h
イ
ア
 
 

活
動
巷
ど
者
ぺ
ぞ
青
ま
軋
ま
す
。
 
 

ま
た
人
に
よ
っ
て
尊
び
た
い
こ
と
 
 

が
違
う
た
廼
、
惑
励
埴
潮
怯
謹
康
 
 

ざ
ま
で
す
。
 
 
 

貴
著
苫
蕃
盈
苺
唐
崎
生
 
 

涯
学
習
軍
曹
蕃
轟
蕾
重
器
轟
 
 

設
で
官
や
堂
島
舘
菅
紺
鮭
音
蕃
講
 
 

●
 
 

市
で
は
「
学
び
の
里
」
コ
く
ロ
 
 

香
港
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
全
 
 

体
を
白
帯
中
歴
史
・
文
化
な
ど
墓
 
 

相
啓
尭
意
志
生
掛
し
庭
学
び
由
皇
 
 

と
し
て
位
置
付
け
、
学
習
中
体
験
 
 

で
章
岳
拠
占
ヨ
く
ロ
と
人
ゴ
く
ロ
 
 

を
進
め
て
い
く
苛
の
で
す
。
 
 
 

現
在
醍
設
を
造
ぬ
で
い
毒
．
学
 
 

び
の
里
「
め
い
ロ
ん
」
は
、
有
終
 
 

西
小
学
校
と
東
野
公
民
館
、
生
涯
 
 

学
習
セ
ン
タ
Ⅰ
が
一
体
と
な
っ
た
 
 

複
合
施
設
で
、
学
び
の
里
の
拠
点
 
 

と
な
尋
施
設
で
す
。
 
 

一
方
、
市
民
二
1
〓
人
伊
生
涯
 
 

に
初
た
っ
て
学
び
、
豊
か
な
人
間
 
 

性
や
人
権
春
尊
重
青
竜
心
、
日
然
 
 

を
壁
す
専
心
藩
嘩
コ
て
も
ら
う
†
L
 
 

と
も
重
要
で
す
。
「
生
涯
学
習
」
 
 

始
掛
て
詰
ま
せ
ん
か
。
 
 

耳
臣
畠
 
 

■
 
 
 

冷
た
く
き
れ
い
な
水
に
し
J
■
■
 
 

か
す
め
な
い
淡
水
塾
イ
ト
ヨ
 

が
生
息
す
る
本
願
清
水
。
モ
 
 

の
本
願
清
水
由
保
護
な
ど
堅
 
 

目
的
に
整
備
さ
れ
た
「
本
県
 
 

清
水
イ
ト
ヨ
田
里
」
理
学
貝
 
 

十
四
日
に
オ
ー
プ
ン
五
周
年
 
 

を
迎
え
ま
す
。
 
 
 

モ
れ
を
記
念
し
て
「
世
界
 
 

の
ト
ゲ
ウ
オ
展
」
な
ど
を
開
 
 

催
。
ぜ
ひ
蔀
族
連
れ
で
お
出
 
 

掛
け
く
だ
古
い
。
 
 

⑳
国
蔚
0
訝
勤
霊
園
年
 
 ■－l＝邑■；！ナ   

東
方
九
条
癖
丸
艶
 
 
 

糸
桑
折
に
あ
為
「
本
願
満
水
」
は
、
淡
 
 

水
型
イ
ト
ヨ
生
息
地
の
南
限
と
し
て
、
昭
 
 

和
九
年
に
国
由
天
然
記
念
物
に
指
定
空
れ
 
 

ま
し
た
。
そ
の
本
願
清
水
の
保
護
を
は
じ
 
 

め
■
、
生
涯
学
習
単
環
境
教
育
の
墳
と
し
て
 
 

活
用
富
岳
こ
と
在
目
的
に
、
平
成
十
三
年
 
 

七
月
に
蘭
僅
し
た
田
が
「
本
鼠
清
水
イ
ト
 
 

ヨ
の
皇
J
で
す
。
 
 
 

イ
ト
ヨ
の
望
舵
内
に
あ
邑
兢
察
索
蔀
ち
 
 

は
、
イ
ト
ヨ
の
自
然
の
嬰
（
生
態
）
香
い
 
 

つ
で
笥
観
察
す
る
こ
と
が
で
書
ま
す
。
ま
 
 

た
イ
ト
ヨ
だ
け
で
な
く
、
市
の
水
文
化
や
 
 

水
環
境
に
閲
す
奉
賀
科
亦
展
示
き
れ
て
お
 
 

臼
予
華
酉
面
癌
と
し
て
広
く
利
用
苦
れ
て
 
 

い
ま
す
。
闇
席
型
聖
」
れ
ま
で
に
六
万
五
 
 

千
≡
百
人
余
ロ
ガ
入
鹿
し
ま
し
た
。
 
 

寸
ト
ヨ
8
特
徴
 
 
 

イ
ト
ヨ
は
ト
ゲ
ウ
オ
科
イ
ト
ヨ
属
に
属
 
 

し
、
環
境
省
指
定
の
絶
■
滅
危
惧
爪
善
く
）
 
 

種
に
超
圧
さ
れ
て
い
る
希
少
昔
魚
で
す
。
 
 

体
に
ト
ゲ
邸
あ
ロ
、
水
中
モ
巣
を
作
ロ
、
 
 

雄
静
子
育
て
す
る
特
異
な
習
性
を
苛
ち
暮
 
 

す
。
市
内
で
は
昔
跡
ら
r
ハ
リ
シ
ソ
」
と
 
 

呼
ば
貌
、
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
 
 

冷
た
く
き
れ
い
椋
水
に
し
か
す
め
な
い
こ
 
 

と
か
ら
、
「
名
水
の
ま
ち
大
野
」
 
の
象
徴
 
 

と
し
て
市
の
急
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
 
 

軌
甘
啓
星
空
昔
温
蔚
 
 
 

市
で
は
、
イ
ト
ヨ
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
 
 

ウ
ム
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
 
 

六
年
九
月
に
開
催
し
た
「
ト
ゲ
ウ
オ
全
国
 
 

廿
≡
サ
ト
・
■
－
n
 
O
N
O
」
 
で
は
、
秋
篠
 
 

宮
さ
ま
を
お
助
言
し
て
、
日
本
各
地
で
ト
 
 

ゲ
ウ
オ
の
保
護
に
取
口
組
缶
団
体
田
代
表
 
 

ら
理
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
。
そ
の
 
 

際
、
秋
篠
宮
さ
ま
は
イ
ト
ヨ
の
里
も
こ
裾
 
 

票
さ
れ
、
館
内
を
見
学
吉
れ
ま
し
た
。
 
 

問
合
せ
先
 
本
願
満
水
イ
ト
ヨ
の
里
 
 
 

（
立
餌
・
5
1
0
4
）
 
 

市の魚モもある「イトヨ」  
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臥持せ栄光への遣  

市民リポーター初となる今回は、甲子園出場を  

目指す市内2つの高校野球恕に迫る。   

披ちの素顔・見所など、この記事だけでは語り  

つくせない魅力がまだまだたくさんある。だから  

ぜひ生で彼らを見に、卓して応援しに行ってもら  

いたい。   

～リポーターが   

お伺いします－  

七
月
二
十
一
日
よ
ロ
全
国
高
等
学
校
野
 
 

球
畳
字
種
苗
井
大
会
甜
始
ま
る
。
大
会
蛙
 
 

福
井
県
営
堰
堤
と
敦
賀
市
横
合
運
動
公
園
 
 

野
球
場
で
開
催
吉
れ
ー
優
勝
校
怯
阪
神
甲
 
 

子
園
球
場
で
行
な
わ
れ
る
全
国
高
等
学
校
 
 

野
球
遠
字
種
大
会
n
通
称
・
甲
子
薗
）
・
に
 
 

出
場
で
き
る
。
 
 
 

大
野
市
内
掛
ら
大
野
高
桂
と
大
野
兼
高
 
 

枚
の
二
枚
郡
出
場
や
大
野
高
校
は
香
華
貴
 
 

会
で
も
優
勝
を
決
め
、
そ
の
実
力
曝
折
紙
 

付
き
。
ま
た
大
野
黄
高
校
も
そ
の
大
野
高
 

栓
に
負
廿
な
い
実
力
者
を
揃
ぇ
て
い
る
。
 
 
 

大
事
は
春
季
東
金
由
縁
貴
1
蜜
二
む
－
 
 

ド
直
幸
に
し
、
抑
載
は
〓
十
四
日
福
井
県
 
 

営
球
場
ぞ
、
大
野
真
の
試
合
日
鞋
は
七
月
 
 

十
一
日
の
抽
選
毒
で
決
定
青
竜
。
 
 

●
 
 

野
中
立
株
昔
鹿
島
 
 
 

ま
ず
選
手
だ
け
■
で
な
く
、
野
球
部
奄
帯
 
 

で
享
互
番
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
存
在
に
も
注
 
 

日
し
た
い
．
 
 

・
本
当
は
お
し
ゃ
れ
屯
し
た
い
し
遊
び
た
 
 

い
1
し
か
し
苦
手
の
た
め
に
、
墟
女
た
ち
 
 

は
頑
張
っ
て
い
る
。
選
手
に
と
っ
て
い
い
 
 

環
境
を
作
ロ
、
試
苫
前
に
は
神
棚
に
祈
ロ
 
 

を
捧
げ
る
。
彼
女
た
ち
曝
誰
よ
ロ
部
や
選
 
 

手
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
 
 
 

彼
女
た
ち
牒
選
手
の
よ
う
に
試
合
に
出
 
 

場
し
、
劫
綾
香
残
す
こ
と
は
な
い
。
し
か
 
 

し
、
彼
女
た
古
は
十
分
称
賛
に
価
す
る
。
 
 

間
違
い
悲
く
野
球
部
に
怯
な
く
て
陸
な
ら
 

な
い
存
在
で
ぁ
る
。
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梗 ノ 

■一 
づ 

昧 野 
草 球   

東野は、選手 

巻 樺奄韮てた 

。 

番 

そ 
巧く 

の  
つ  日  

が 
今  
ま  

■畑湖掴」  

や
毒
高
、
黒
ば
が
自
由
詩
壱
扇
い
宝
物
奄
■
■
．
 

ど
と
い
う
害
え
も
あ
っ
た
。
 
 

・
家
族
d
値
毎
瞳
衰
互
い
春
信
用
し
、
チ
．
J
・
 

－
ム
章
愛
し
て
い
竜
。
中
川
監
督
屯
「
こ
 
 

の
チ
ー
ム
は
明
春
い
」
と
亭
つ
よ
う
に
、
 
 

彼
ら
は
主
将
い
副
主
将
直
中
心
に
、
選
手
 
 

た
ち
の
間
に
車
庫
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
と
 
 

明
る
壬
を
作
口
出
し
て
い
る
。
 
 
 

あ
る
選
手
は
r
汗
流
し
た
分
業
っ
た
」
 
 

と
議
る
。
コ
ら
い
練
習
も
共
に
乗
口
越
え
 
 

た
仲
間
と
共
に
、
白
糖
す
は
甲
子
園
だ
。
 
 

■
 
 

も
〓
措
に
戦
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
応
援
は
 
 

と
て
も
力
憩
い
。
全
邑
蔀
勝
利
春
信
じ
最
 
 

後
ま
モ
声
重
出
し
続
廿
竜
。
そ
ん
な
一
生
 

懸
命
さ
壷
ぜ
舘
生
で
見
て
厚
し
い
。
 
 
 

．
L
■
 
「
東
森
」
 
 
 

選
手
茸
に
、
「
あ
な
た
に
と
っ
て
チ
ー
 
 

ム
と
は
何
か
」
と
尋
祖
た
。
す
る
と
貴
く
 
 

の
選
手
伊
ら
同
じ
答
真
理
返
っ
て
き
た
。
 
 

「
チ
ー
ム
は
家
族
」
だ
と
。
他
に
も
大
切
 
 

両親へ「今まで童えてく九た乱苦労  
かけた骨、甲子用に守〒って蒼海しし告  

す。ぁりがとう。」   

牒
■
 
ナ
1
”
 
 
 

オ
ー
バ
ー
㌧
サ
イ
ド
Y
ア
ン
ダ
ー
と
投
 
 

手
の
投
法
は
三
者
≡
楼
。
こ
嬰
二
人
辞
力
 
 

香
合
わ
せ
、
式
台
を
棄
口
切
竜
。
ま
た
香
 
 

木
監
督
邸
県
下
五
木
の
拍
に
入
口
チ
ー
ム
 
 

の
要
だ
と
語
る
捕
手
春
始
め
、
セ
ン
タ
ー
 
 

ラ
イ
ン
密
中
心
に
守
備
に
蛙
穴
甜
な
い
。
 
 
 

ま
た
新
た
■
奄
秘
策
を
用
意
し
て
止
る
ら
 
 

し
■
い
。
そ
の
■
秘
策
に
も
注
目
だ
。
 
 
 

後
台
快
癒
葡
だ
廿
で
轟
ヰ
人
間
的
在
成
 
 

長
香
色
指
し
、
つ
ら
い
暗
も
仲
間
と
共
に
 
 

頑
張
っ
て
き
た
。
と
て
も
ま
と
ま
ロ
が
あ
 
 

ロ
、
元
気
な
チ
ー
ム
だ
。
秋
、
害
の
大
会
 
 

は
琵
景
な
括
乗
に
終
わ
っ
た
が
、
牡
ら
の
 
 

力
は
こ
ん
な
も
の
で
は
な
い
。
監
督
は
言
 
 

う
。
「
で
き
る
－
」
と
。
要
は
本
領
発
揮
、
 
 

持
て
る
力
を
出
し
切
口
、
試
合
に
挑
屯
。
 
 
 

魅
力
 
 
 

監
苧
曙
知
旨
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
在
脱
 

い
だ
簸
で
も
、
魅
力
の
葡
萄
人
間
で
あ
っ
 
 

て
牒
し
い
と
願
っ
て
い
巷
。
一
に
勉
強
、
 
 

二
に
学
校
生
話
、
そ
し
て
≡
に
部
活
。
こ
 
 

れ
が
大
野
東
野
球
部
の
モ
ッ
ト
ー
だ
。
早
 
 

朝
、
生
徒
玄
関
に
並
び
撞
躇
奉
行
う
こ
と
 
 

も
蒸
貢
彗
 
 
 

案
瞭
、
選
手
た
吉
は
≡
年
生
を
中
心
に
 
 

普
段
掛
ら
素
直
丁
直
面
目
で
、
い
い
人
間
 
 

軍
営
嵩
嘉
毒
と
言
う
。
 
 

モ
し
て
、
何
よ
日
大
野
乗
旺
部
員
同
±
の
 
 

仲
が
と
で
も
い
い
。
練
習
も
薫
し
く
で
蕃
 
 

毒
チ
ー
ム
だ
。
主
将
魅
、
そ
ん
甘
チ
ー
ム
 
 

壷
〓
生
奄
共
に
で
き
番
仲
間
」
で
お
香
 
 

土
管
見
て
く
れ
た
。
そ
の
件
の
良
芭
が
お
 
 

互
い
曲
借
酒
巻
生
み
、
チ
ー
ム
に
強
吉
と
 
 

守
備
力
の
高
言
壱
与
ぇ
て
い
る
。
 
 

苛
頼
†
藤
卿
L
 
 
 

彼
毎
助
魅
力
怯
、
何
よ
q
も
書
由
胸
高
 
 

い
棄
顔
だ
。
ど
ん
な
に
つ
ら
い
練
習
笥
彼
 
 

ら
昧
笑
顔
で
裏
町
越
え
て
き
た
。
モ
の
菓
 
 

揖
雷
自
ら
皿
力
、
お
互
い
の
力
春
引
き
出
 
 

し
轟
い
、
最
高
の
状
萄
で
試
合
に
跳
缶
。
 
 
 

守
備
鞄
里
さ
に
皿
克
、
流
れ
に
乗
る
と
 
 

東
野
寅
打
諭
怯
隷
に
屯
止
め
ら
れ
な
い
。
 
 
 

日
揮
は
、
一
戦
二
戦
全
力
で
大
書
に
戦
 
 

い
、
そ
し
て
勝
利
を
得
る
こ
と
。
硬
ら
の
 
 

勝
利
の
顔
は
応
援
す
る
著
に
も
景
高
の
喜
 
 

び
在
与
ぇ
て
く
れ
る
こ
と
間
違
い
な
い
。
 
 

牡
ら
臨
笑
顔
で
大
野
薫
香
勝
利
に
翠
㌔
 
 

監督へー監書‾に曲えてもらったこ．と臥  

琶由野球人生で鳴っとも漂い屯のになり  
ました。」  
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二－  

11■． 巾．鮎  
界・トゲウオ展  

藍］   
14日から  

くい巧おいし   

本廟着水イトヨの里では．市の宝物「イトヨ」  

をさらに深く知ってもらうため、イトヨの仲間  

であるトゲウオを絹介する「世界のトゲウオ昆」  

を開催します．なお県が昨年、水資源のブラン  

ド化を回るため、県内35カ所を選定した「ふく  

いのおいしい水」畳紹介する展示会も同時間催  

します．  

蝿 情 7月14日㊧～白月31日車  

■ 闘 午前9時～牛後5時  

亡土．日、祝日は午後6時〕  

嶋∵帯 木原着7kイトヨの里  

入庫料．大人200円．子供50円（通常の入顔料  
で企画展を見ることができます）  

♯甥8‡毎週月曜乱 国丘の祝日の翌日 亡た  

だし丁月18日㊥は開館します）  

何台♯生 木廣着水イトヨの里（℡防・■5104）  

全国生涯学習マスコット  
rま替ピー」   

生
涯
学
習
由
範
囲
は
、
趣
味
・
 
 

葉
陰
も
与
ろ
ん
ボ
ラ
ン
一
h
イ
ア
 
 

活
動
巷
ど
者
ぺ
ぞ
青
ま
軋
ま
す
。
 
 

ま
た
人
に
よ
っ
て
尊
び
た
い
こ
と
 
 

が
違
う
た
廼
、
惑
励
埴
潮
怯
謹
康
 
 

ざ
ま
で
す
。
 
 
 

貴
著
苫
蕃
盈
苺
唐
崎
生
 
 

涯
学
習
軍
曹
蕃
轟
蕾
重
器
轟
 
 

設
で
官
や
堂
島
舘
菅
紺
鮭
音
蕃
講
 
 

●
 
 

市
で
は
「
学
び
の
里
」
コ
く
ロ
 
 

香
港
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
全
 
 

体
を
白
帯
中
歴
史
・
文
化
な
ど
墓
 
 

相
啓
尭
意
志
生
掛
し
庭
学
び
由
皇
 
 

と
し
て
位
置
付
け
、
学
習
中
体
験
 
 

で
章
岳
拠
占
ヨ
く
ロ
と
人
ゴ
く
ロ
 
 

を
進
め
て
い
く
苛
の
で
す
。
 
 
 

現
在
醍
設
を
造
ぬ
で
い
毒
．
学
 
 

び
の
里
「
め
い
ロ
ん
」
は
、
有
終
 
 

西
小
学
校
と
東
野
公
民
館
、
生
涯
 
 

学
習
セ
ン
タ
Ⅰ
が
一
体
と
な
っ
た
 
 

複
合
施
設
で
、
学
び
の
里
の
拠
点
 
 

と
な
尋
施
設
で
す
。
 
 

一
方
、
市
民
二
1
〓
人
伊
生
涯
 
 

に
初
た
っ
て
学
び
、
豊
か
な
人
間
 
 

性
や
人
権
春
尊
重
青
竜
心
、
日
然
 
 

を
壁
す
専
心
藩
嘩
コ
て
も
ら
う
†
L
 
 

と
も
重
要
で
す
。
「
生
涯
学
習
」
 
 

始
掛
て
詰
ま
せ
ん
か
。
 
 

耳
臣
畠
 
 

■
 
 
 

冷
た
く
き
れ
い
な
水
に
し
J
■
■
 
 

か
す
め
な
い
淡
水
塾
イ
ト
ヨ
 

が
生
息
す
る
本
願
清
水
。
モ
 
 

の
本
願
清
水
由
保
護
な
ど
堅
 
 

目
的
に
整
備
さ
れ
た
「
本
県
 
 

清
水
イ
ト
ヨ
田
里
」
理
学
貝
 
 

十
四
日
に
オ
ー
プ
ン
五
周
年
 
 

を
迎
え
ま
す
。
 
 
 

モ
れ
を
記
念
し
て
「
世
界
 
 

の
ト
ゲ
ウ
オ
展
」
な
ど
を
開
 
 

催
。
ぜ
ひ
蔀
族
連
れ
で
お
出
 
 

掛
け
く
だ
古
い
。
 
 

⑳
国
蔚
0
訝
勤
霊
園
年
 
 ■－l＝邑■；！ナ   

東
方
九
条
癖
丸
艶
 
 
 

糸
桑
折
に
あ
為
「
本
願
満
水
」
は
、
淡
 
 

水
型
イ
ト
ヨ
生
息
地
の
南
限
と
し
て
、
昭
 
 

和
九
年
に
国
由
天
然
記
念
物
に
指
定
空
れ
 
 

ま
し
た
。
そ
の
本
願
清
水
の
保
護
を
は
じ
 
 

め
■
、
生
涯
学
習
単
環
境
教
育
の
墳
と
し
て
 
 

活
用
富
岳
こ
と
在
目
的
に
、
平
成
十
三
年
 
 

七
月
に
蘭
僅
し
た
田
が
「
本
鼠
清
水
イ
ト
 
 

ヨ
の
皇
J
で
す
。
 
 
 

イ
ト
ヨ
の
望
舵
内
に
あ
邑
兢
察
索
蔀
ち
 
 

は
、
イ
ト
ヨ
の
自
然
の
嬰
（
生
態
）
香
い
 
 

つ
で
笥
観
察
す
る
こ
と
が
で
書
ま
す
。
ま
 
 

た
イ
ト
ヨ
だ
け
で
な
く
、
市
の
水
文
化
や
 
 

水
環
境
に
閲
す
奉
賀
科
亦
展
示
き
れ
て
お
 
 

臼
予
華
酉
面
癌
と
し
て
広
く
利
用
苦
れ
て
 
 

い
ま
す
。
闇
席
型
聖
」
れ
ま
で
に
六
万
五
 
 

千
≡
百
人
余
ロ
ガ
入
鹿
し
ま
し
た
。
 
 

寸
ト
ヨ
8
特
徴
 
 
 

イ
ト
ヨ
は
ト
ゲ
ウ
オ
科
イ
ト
ヨ
属
に
属
 
 

し
、
環
境
省
指
定
の
絶
■
滅
危
惧
爪
善
く
）
 
 

種
に
超
圧
さ
れ
て
い
る
希
少
昔
魚
で
す
。
 
 

体
に
ト
ゲ
邸
あ
ロ
、
水
中
モ
巣
を
作
ロ
、
 
 

雄
静
子
育
て
す
る
特
異
な
習
性
を
苛
ち
暮
 
 

す
。
市
内
で
は
昔
跡
ら
r
ハ
リ
シ
ソ
」
と
 
 

呼
ば
貌
、
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
 
 

冷
た
く
き
れ
い
椋
水
に
し
か
す
め
な
い
こ
 
 

と
か
ら
、
「
名
水
の
ま
ち
大
野
」
 
の
象
徴
 
 

と
し
て
市
の
急
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
 
 

軌
甘
啓
星
空
昔
温
蔚
 
 
 

市
で
は
、
イ
ト
ヨ
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
 
 

ウ
ム
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
 
 

六
年
九
月
に
開
催
し
た
「
ト
ゲ
ウ
オ
全
国
 
 

廿
≡
サ
ト
・
■
－
n
 
O
N
O
」
 
で
は
、
秋
篠
 
 

宮
さ
ま
を
お
助
言
し
て
、
日
本
各
地
で
ト
 
 

ゲ
ウ
オ
の
保
護
に
取
口
組
缶
団
体
田
代
表
 
 

ら
理
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
。
そ
の
 
 

際
、
秋
篠
宮
さ
ま
は
イ
ト
ヨ
の
里
も
こ
裾
 
 

票
さ
れ
、
館
内
を
見
学
吉
れ
ま
し
た
。
 
 

問
合
せ
先
 
本
願
満
水
イ
ト
ヨ
の
里
 
 
 

（
立
餌
・
5
1
0
4
）
 
 

市の魚モもある「イトヨ」  

2（氾8．7 広報おおの   く12）  208乱丁広報拙の  （9）  



が変ゎり王lた   
座
に
参
加
し
た
n
1
日
主
活
動
に
 
 

利
用
し
た
ロ
す
る
こ
と
で
、
地
区
 
 

民
同
士
睦
も
ち
ろ
ん
地
区
民
と
行
 
 

政
が
情
報
交
換
で
き
託
す
七
 
 
 

草
公
民
館
の
最
新
情
報
単
語
鹿
 
 

妻
内
は
、
誼
報
や
鹿
－
ム
ぺ
－
ジ
 
 

で
苗
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
 
 

2
貰
い
た
だ
告
、
一
度
是
昔
運
ん
 
 

で
み
て
v
だ
さ
い
。
 
 
 

モ
の
曝
却
ヰ
学
び
鞄
里
「
逝
い
 
 

臼
ん
」
サ
内
に
生
苦
学
習
セ
ン
タ
 
 

ー
家
格
範
し
重
電
云
苺
壷
1
蕃
 
 

怯
、
放
送
大
学
聖
書
垂
聖
逼
 
 

聴
項
竜
こ
と
が
で
華
ま
蕃
。
ま
た
 
 

親
許
覚
ラ
イ
フ
一
っ
リ
ー
で
保
管
し
 
 

て
い
竜
郷
土
豊
科
な
ど
町
動
画
香
 
 

配
信
し
て
い
く
予
定
で
首
。
 
 
 

生
涯
学
習
性
「
い
つ
で
も
 
ど
 
 

こ
■
で
も
 
在
ん
で
も
」
苧
ぺ
竜
こ
 
 
 

65歳1三」との介護保険料が4月分封ら変わりました。これは3年に1度の  

見直しによるものです。   

今月中旬に納入通知書を送付しますので確認してください。  

問合せ先 社会福祉課高齢福祉係（℡B6・1111内線476）  

スタート   

サ
 
 

と
が
大
切
で
す
。
モ
の
た
め
、
市
 
 

で
は
誼
町
四
木
柱
で
「
学
び
助
里
 
 

コ
く
ロ
」
を
進
助
て
い
華
ま
す
。
 
 

▼
指
導
者
の
育
成
 
 
 

市
民
と
行
政
と
の
協
勤
麦
与
ヨ
 
 
 

く
ロ
研
究
垂
「
東
野
明
倫
紀
L
 
 
 

の
開
催
や
、
生
涯
学
習
イ
ン
ス
 
 
 

ト
一
フ
タ
タ
ー
町
葺
成
囁
ど
香
道
 
 
 

し
て
、
薇
と
在
高
指
導
者
を
育
 
 
 

成
じ
束
す
。
 
 

▼
学
習
機
会
由
堤
供
 
 
 

十
〓
月
ま
菅
野
毎
月
行
∋
て
い
 
 
 

革
帯
民
苧
硬
や
公
民
凝
議
座
の
 
 
 

顧
催
、
平
成
十
五
年
に
友
好
協
 
 
 

定
壱
締
結
し
た
帯
井
元
学
田
公
 
 
 

開
講
座
へ
軌
参
加
呼
び
粗
け
苛
 
 
 

ど
を
行
い
、
学
習
横
毒
壱
提
挺
 
 
 

し
ま
す
。
 
 

▼
学
習
清
勒
阿
倍
蓮
 
 
 

自
分
が
椿
コ
て
い
竜
瑚
誌
面
特
 
 
 

技
寄
生
却
し
活
動
す
番
人
材
派
 
 
 

遣
や
、
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
 
 
 

田
開
催
な
ど
密
通
し
て
、
学
習
 
 
 

啓
蟄
琶
促
進
し
嘉
す
。
 
 

▼
惜
報
錯
綜
儀
・
相
談
 
 
 

生
涯
学
習
に
閏
す
轟
情
報
香
港
 
 
 

載
し
た
ガ
イ
ド
ブ
蜘
骨
壷
書
匪
 
 
 

肇
公
民
館
な
ど
に
配
布
し
、
情
 
 
 

報
錦
鯉
侯
壷
行
い
暮
す
や
ま
た
 
 
 

生
涯
学
習
七
耳
タ
I
で
は
、
学
 
 
 

習
面
相
談
な
ど
轟
随
時
受
け
付
 
 
 

け
て
い
ま
首
。
気
軽
に
問
い
合
 
 
 

和
せ
く
だ
さ
い
。
 
 

園
舎
せ
先
 
生
涯
学
習
セ
ッ
タ
ー
 
 
 

蚕
育
葺
真
金
社
会
観
青
課
柑
 
 
 

℡
甲
1
1
1
1
内
線
5
4
呈
 
 

■■■●■■一一●一   

い
つ
も
畏
ぺ
甘
い
る
農
事
由
材
 
 

料
甜
ど
申
よ
う
に
侍
ら
祖
て
い
萄
 
 

の
却
実
際
に
條
萌
す
竜
こ
と
で
、
 
 

轟
に
対
す
量
感
謝
面
意
や
理
鮭
壱
 
 

諜
曲
て
い
く
己
と
右
食
育
担
太
宰
 
 

雀
宮
昔
掛
一
つ
で
す
も
今
回
は
 
 

争
 
 

食
へ
の
感
謝
を
知
壱
 
 

1  介護保腱料の納付方法には皇唾棄あります．  

●・：■年金から由表別舌（脚嘩聴）   
一  年観1昌万円以上の年金受章者は．年金から   
■  介護保険料が天引きされます．対象となる年   
■   金は老齢（退聴）年金のほか、今年「0月から   

●  は障害年金や遺族年金も対顔と在ります。 ：臓向軒こよ甜付相場観椚   
工  年額1畠万円未満の年金受給者や尊卑砧歳の   

■  誕生日を迎えた人は、年金からの天引きがで  

■   〔自分の口座から保険料を差し引くこともで  

介藍保険料は上記創設階に分類されますが、  

次の場合は保険料が安くなります。  

●税制改正臣虻悪丑撃縦軸 

平成1了年度税制改正により「本人が市民税   

非課税者」または「市民税非評観世弓削こ属して   

いた人」が、「本人が市民税課税者」（上記第5   

段階Iまたは「市民税課税世帯に属する人」   

洞菜4投蓼割に串った場合．団の額別封策に   

ょり、撞租借置の触轟となります．なお、白  
帯手続割蛸要あり壷せん。  

●低所得者嘩保嘩翠鱒嘩   

今年度の保偉科が「萬3段階」に属する人   

のう与、本人とその世帯に属するすぺての人   
の年間収入が一定額以下で．資産・財産や兢  

毒由有無などの要件春満牢耳｛Jま 

． 

※一定額は、†人世帯なら年間11D万円以下、世   

帯員が1＿人増えるごとに棚万円を加算した額  

申帯・間合嘩 社会福祉標高齢福祉係  

（℡砧・1111内線47郎  

五
月
十
七
日
、
乾
矧
小
学
校
で
 
 

全
校
児
童
四
十
七
人
邸
蓉
Ⅱ
し
、
 
 

田
植
克
悟
顔
甜
再
窮
茹
ま
し
た
。
 
 

七
年
前
掛
ら
苧
横
田
奄
「
田
血
ぼ
 
 

で
コ
ト
コ
コ
ー
」
と
名
付
け
活
動
 
 

し
で
い
ま
す
．
地
元
田
芸
事
組
合
 
 

法
人
ア
ハ
諺
七
乾
画
鈴
鹿
暮
春
吾
 
 

け
祝
辞
ら
、
た
ん
ち
ょ
う
も
宅
の
 
 

苗
奄
措
孟
〒
い
ま
す
。
 
 
 

田
植
え
モ
臨
空
画
児
童
が
四
球
 
 
 

田
植
麦
体
襲
学
習
春
行
コ
て
い
竜
 
 

乾
側
小
学
校
切
取
畳
鰯
み
在
紹
介
 
 

し
ま
首
。
 
 

田
ん
ぼ
ガ
学
校
置
く
の
通
学
路
 
 

沿
い
に
あ
毒
由
で
、
子
供
た
与
接
 
 

い
つ
℡
も
苗
鞄
様
子
を
果
急
こ
と
 
 

が
で
壬
ま
す
。
ま
た
吾
学
年
で
、
 
 

理
科
幻
票
一
環
と
し
て
苗
拍
 
 

生
育
法
況
春
雷
察
し
た
ロ
、
米
作
 
 

り
却
ら
見
番
歴
史
曲
教
材
と
し
て
 
 

活
用
し
た
ロ
し
で
い
表
す
。
 
 
 

秋
に
行
コ
て
い
丞
相
刈
8
や
、
 
 

収
穫
し
た
も
ち
米
香
お
も
雪
に
し
 
 

て
重
代
竜
品
れ
あ
い
集
毒
な
ど
、
 
 

体
襲
全
体
を
通
し
て
子
供
た
ち
に
 
 

も
変
化
が
出
て
き
嘉
し
た
。
申
出
 
 

南
廿
鼻
先
生
は
「
こ
れ
ま
で
な
却
 
 

な
押
頂
ん
牒
に
入
れ
穆
甜
コ
た
子
 
 

で
も
、
六
年
生
に
在
日
班
長
と
な
 
 

っ
た
こ
と
で
自
ら
進
出
で
田
ん
ぼ
 
 

に
武
義
よ
う
に
な
ロ
ま
し
た
。
農
 
 

作
業
春
体
験
じ
、
米
作
ロ
の
東
壁
 
 

古
在
実
感
す
る
こ
と
で
、
い
つ
も
 
 

□
に
し
て
い
魯
畏
ペ
物
由
太
事
 
 

己
↑
恩
ぎ
膏
食
彗
乱
こ
と
の
太
切
 
 

吾
に
気
付
く
の
だ
と
思
い
ま
す
」
 
 

と
語
コ
て
く
れ
ま
し
た
。
 
 

に
分
計
れ
、
六
年
生
が
班
長
と
な
 
 

コ
て
、
班
長
在
中
心
に
協
力
し
合
 
 

っ
て
作
業
し
て
い
ま
す
。
上
級
生
 
 

蛙
慣
れ
た
宇
コ
苦
で
田
桓
孟
春
し
 
 

な
が
ら
「
そ
こ
に
植
ぇ
残
し
あ
轟
 
 

よ
」
と
、
て
き
ぱ
き
指
示
在
出
し
 
 

ま
す
¶
一
年
生
は
由
ん
ぽ
に
入
ら
 
 

ず
苗
在
渡
し
奄
が
ら
上
級
生
巧
作
 
 

業
在
寵
察
し
ま
首
。
 
 

垂ます．通帳と印蓋を持参し、春慶融壌閉ま  

たは郵便局森口で同い合わせくだ貴い）  
】
 
 
 
 
 
 
l
 
l
 
 

■
 
■
 
■
 
●
 
■
 
■
 
⊥
 
l
 
■
 
■
 
 

某昨年から引書続き特別軸収されている人は、  

10月から金額が変わります。これは．年額の   

保険料からヰ・6・8月で天引きした保険料を   

差し引いた額を護りの10・12・平成19年2月   

の3同で徴収するためです  

■l■ ■ ■ ■ ■1■ ■ t■l■ ■ll■ ■ t ■1＝ ■ － ■  
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ホッとハウスinおおの  
県
掛
ら
の
交
付
金
甜
減
っ
七
い
ま
す
蜃
 
 

▼
介
護
保
険
納
付
金
由
増
加
 
 
 

田
十
歳
知
ら
」
ハ
十
四
歳
ま
で
の
介
護
保
 
 
 

険
制
は
、
宙
健
康
保
障
計
ら
一
括
し
て
 
 
 

密
に
納
め
ま
す
脅
そ
の
介
護
納
付
金
が
 
 
 

増
加
し
て
い
ま
す
。
 
 

廿
堪
 
 
 

加
入
者
が
納
め
る
国
保
税
は
、
所
得
 
 

割
・
資
産
劃
・
均
等
割
■
平
等
割
の
合
計
 
 

▼
急
激
軍
医
擾
黄
の
増
加
 
 

高
齢
化
侶
進
展
で
、
大
十
五
歳
以
上
の
 
 

碑
人
音
が
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
い
医
療
 
 
 

費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
 
 

▼
国
・
県
か
ら
昭
交
付
金
捌
滅
 
 
 

≡
佐
一
体
改
革
な
ど
の
影
響
で
、
■
国
や
 
■
 
 

＝  ＝   

高齢受給者証  

更新します  

各軸歳助長が持つ「高胞麿恕嗜  

範董痘葡鮎軸脾腹帯月割日甘す。斬心Ⅵ蓋 

柵菅絹轟車間こ蓮癖し乾すので、囁  

伍轟盛宙若潮苛証ば奉告で破棄♭てくだ  

毒ぜ塩草苛て撮睡証を磯賛しないよう一法  

勧婿離由兢   

去敵組拍義朝止の人ば著月かち自■己負担  

劃費蔚新路判産産準ポー辞変更されます†  

謹し引事f酌1合ゎせくだ菖Ll。  

周密萄先 市民裔国保年金係  

（東熊・‖11内♯4醐  

．
’
 
 

盛
で
す
■
。
今
回
、
各
項
自
の
税
率
奉
祝
正
。
 
 

急
激
客
観
負
担
曙
を
抑
え
る
た
顔
、
毎
年
 
 

三
千
万
円
の
重
量
置
活
用
す
悉
ほ
か
、
低
 
 

所
得
世
帯
に
適
用
し
て
い
る
均
等
割
と
平
 
 

等
割
印
軽
減
措
置
町
拡
大
直
行
い
ま
し
た
。
 
 

層
が
旺
 
Y
 
 
 

医
療
費
ガ
増
え
竜
と
国
保
税
由
引
き
上
 
 

げ
に
つ
な
が
ロ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
健
康
 
 

な
体
コ
く
ロ
に
努
め
ま
し
ょ
二
つ
。
 
 
 

遠
慮
奄
運
動
や
正
し
い
食
生
活
な
ど
、
 
 

基
本
的
轟
こ
亡
か
ら
始
め
て
み
て
昧
ど
う
 
 

で
し
ょ
う
．
 
 

聞
合
せ
先
 
市
民
課
国
保
年
金
儒
（
℡
髄
 
 

・
1
1
1
1
内
線
4
5
8
）
 
 

＃囁囁の健康保革に加入した場合、国保   

脱退の届け出が必要です。有れずに届   

け出てください  

栴
ツ
と
ハ
ウ
革
－
n
缶
お
価
は
、
′
 
 

麿
貰
古
重
晶
子
育
て
に
閣
苛
 
 

苛
悩
み
香
気
軽
に
相
談
し
て
も
ら
 
 

撃
つ
と
、
平
成
十
先
年
十
〓
月
知
 
 

ら
講
勤
し
て
い
ま
嘗
．
会
砂
金
称
 
 

蛙
、
夫
人
も
子
供
毛
ホ
せ
七
二
愚
 
 

コ
け
竜
竜
所
に
し
た
は
ゃ
ま
た
生
 
 

姜
物
怯
本
能
俄
に
温
掛
掛
二
元
由
 
 

ト
な
｝
場
所
に
寄
っ
モ
宅
亀
田
で
、
 
 

み
ん
奄
に
集
ま
∋
て
屯
昏
託
た
ら
 
 

と
思
い
名
付
け
た
吾
竜
面
す
b
 
 
 

「
最
近
昼
丁
レ
ビ
中
経
誌
呑
通
 
 

じ
て
、
子
育
て
に
蘭
書
慕
情
報
を
 
 

簡
単
に
宇
に
九
耽
轟
こ
と
が
で
書
 
 

ま
す
．
で
も
悟
葡
加
重
す
ぎ
芋
㌔
 
 

何
部
正
し
克
て
何
甜
聞
違
コ
君
臨
 
 

壷
助
辞
判
軒
邸
離
し
垣
、
情
報
た
 
 

韮
日
周
眉
根
野
草
で
す
。
モ
絶
と
 
 

周
ロ
に
気
軽
に
相
談
モ
善
悪
人
静
 
 

い
往
い
た
鞄
、
一
人
で
惜
掛
直
抱
 
 

え
て
い
毒
お
讐
ん
甜
番
い
廣
ら
 
 

に
思
え
、
何
か
菅
書
重
宝
嵩
置
 
 

い
掛
と
思
豆
た
亜
が
華
コ
か
け
で
■
 
 

す
」
と
代
竜
愈
梅
葦
 
 
 

寮
監
乱
臣
語
草
基
準
装
 
 

置
や
芋
育
で
奄
価
器
b
た
メ
諾
パ
 
 

ー
が
、
自
分
邸
感
じ
た
碧
げ
や
苦
 
 

労
奄
コ
コ
コ
た
体
験
蓑
詰
集
壷
発
 
 

刊
し
て
い
ま
す
ご
」
れ
値
「
子
育
 
 

て
に
惜
革
お
母
吉
山
却
、
自
分
の
 
 

どう甘如？乱たち【壷Ⅰ覗現  
今回改正された「税率」と「軽減措置」の内容をお却らせします。  

0税率対照表拝成18年4月改正）  ●
 
 

出
垂
時
の
話
に
な
壱
亡
生
書
生
き
 
 

し
て
い
昂
様
子
を
見
て
、
膏
の
疇
 
 

■
の
感
動
奄
思
い
出
し
て
缶
ら
い
子
 
 

育
て
に
自
転
在
籍
コ
モ
事
垣
革
ウ
 
 

と
患
コ
た
穿
華
丑
辞
世
茫
コ
乾
 
 

草
コ
で
す
ヰ
詔
産
塾
竃
蓋
皇
 
 

旺
号
の
四
ま
で
、
子
育
て
染
昏
 
 

幹
詠
も
の
が
た
望
吐
音
曲
≡
ま
 
 

で
莞
刊
連
れ
て
い
叢
書
。
 
 
 

号
の
ほ
掛
に
竜
、
専
皇
完
百
 
 

駐
日
に
一
所
世
と
市
」
春
闘
催
し
 

君
臨
諾
謹
句
碑
甘
よ
市
君
は
水
彩
 
 

留
置
適
確
萱
喜
車
重
羞
扇
 
 

田
囁
邸
用
意
密
軋
モ
い
ま
首
や
煮
 
 

た
子
供
由
古
着
や
佐
和
荘
く
在
っ
 
 

た
お
屯
ち
骨
碇
ど
家
持
古
寄
コ
た
 
 

バ
菅
－
中
本
工
翠
雪
辱
ど
の
扁
動
 
 

産
通
し
夏
苺
筈
深
雪
盲
嵩
竜
 
 

各項目の説明  

・所得割 前年の所得に応じて  

・資産割 今年の国定茸産税額に応じて  

・均等割1人に掛かる金額  

・平等割1世帯に掛かる金額   

※年齢によって保険税額が異なります。亜歳末満と65歳以上の人は医療骨のみ、亜歳以上   

65歳未満の人は医療分と介護骨の合計となります（65歳以上の介護保険料は年金からの   

天引書または納付書によ苗納付となります。詳しくは次ページをご覧ください）   

O r軽減措置」拡大と新設   

所得額が一定額以下の世帯の場合、「均等割」と「平等割」を世帯の所得執こ応じて、6割または4割軽減し  

「
子
供
た
石
動
折
る
出
石
恕
太
⊥
 
 

や
子
供
同
士
で
笹
聖
L
亡
で
、
家
 
 

に
い
愚
息
蕃
と
畢
つ
、
伸
び
伸
び
 
 

と
し
た
桂
芋
奮
盈
芋
占
素
す
」
 
 

「
性
か
町
宙
母
革
ん
た
ち
と
悩
み
 
 

を
相
談
し
苛
つ
と
心
ガ
無
く
笹
口
 
 

ま
音
e
お
警
ん
障
古
書
革
ん
、
 
 

中
憩
荒
島
捲
思
苛
庵
這
諾
 
 

あ
竜
神
ん
盈
鞋
に
題
辞
に
来
吉
 
 

ほ
し
い
で
す
堪
」
せ
奉
加
嘗
面
題
 
 

字
璃
 
 
 

開
催
す
義
軍
時
間
僅
だ
詳
 
 

し
く
は
梅
林
古
ん
（
立
田
・
7
8
 
 

富
里
重
器
問
い
竜
神
世
て
く
だ
 
 

諾
い
．
 
 

てきました甲今回の改正で、軽堀割台の拡大と2割軽減の新設を行いました。  

罫国保加入者が2人世帯の場合   

所得額が3ヨ万円以下  6劃軽減  → 丁割軽減   

所得翠が57万500D円以下 硝り軽減 → 5割軽減   

所得顛が103万円以下  軽減在し  → 2都軽減  
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古淵ら騙します  な重たじ1と葱項た辟缶、両静毎勧め毎菰コモ1年  

生田時評撃韓埠蓋日直¢   

一大会での様子はどうでしたか   

葡萄軌鎖観大貴頓肺喪廿た拒苧監督た咽  

でと潤しまbた．牢番打た和て右下邸ら菅  

に簸撃♭艶捷記、初薩摩無事に勝毎上部垣茫と却  

否吾まじ恵さノ紳酢怯車蛭に講で萄つ和義した  

軌軍張右茫b哺解けで革績ま雷現地転任瑚  

音義芭噛萎ま克た。   
－一鷲韓輝宰阜密葬翠毒しでか毒す掘   

返1臥工手廿イト広囁官許暫しでし催すα鮭  

習菅【乱1コ轟棄割に申コ若、仕邸馨し乱味うlこ  

心掛仕官し1泰弘苦れと雫臨轟でサツ片几かタ  

密打コ速剖＝しモし1鼓す。廿むドパヅ安打石奄す  

愚已と君下剋雅恕憺埠純綿認知揖転   

－」撃撃砕巨樹ま   

官月に県立武道密で北陸東金甜鹿由れ番¢で、  

儲膀嘗指し若頭頭甲羅厨若草宣いし1牌牽残bて  

1要用に開催畜恥忍堂国東毒に出られ亀よ空引こし              ‾ ‾ケ ■‾  

たいです。  

姦プ弛コ封畢タト空事曝革韓相手に打撃著当て巷   

鮮す‾  

＿r ▼   

・長寿♯阜早年撃嘔乱   

皆富ん相席億歯の窓口で支払ウた  

金偏盾董レ引いた医療費が末書く伸び  

てい零す。一斉、主な収入侶一つと血  

石国保税旺韓ばLlで．厚保会計は赤字  

が続いています．赤字釧ま基金を取り  

崩すことで補ってい‾苦す。   

平成1丁年露宋現在助碁会輔周は約瑠  

偉5加8万円．こ野乗事で性近い将来、  

基金が底を来いてしまいます。  

2与億円  

却應再  

●1草匡円  

佃怯円  

山田 康雅さん惜田小6年）   

山田さんlま4日に陪か軋たブ几コンタクト空宇  

の「県聾ユニア空事準軍事権包帯助辞6年貴女頚  

舌タラ采」で優勝しました。  

一重芋呑始めた書っ糾ナ旺   

中学2年生鞄兄野望手奄習つ若し1て＝、僕右党く  

自
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業
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奄
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潮
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音
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■
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し
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。
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誓
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署
蕾
轟
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産
膏
 
 

市
民
聖
二
割
以
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が
加
入
 
 
 

国
保
拍
亜
瓦
著
枯
平
成
十
八
年
三
月
表
 
 

現
在
一
万
四
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≡
十
八
人
。
市
珪
栃
由
≠
 
 

五
郡
部
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Å
し
甘
い
竜
u
と
に
啓
ロ
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。
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苫
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苛
協
器
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等
丁
）
見
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1
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農
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ド
畳
∃
封
n
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幸
也
ア
朝
生
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剣
士
（
島
 
 

田
啓
苧
u
蕉
こ
柴
田
L
已
護
V
零
時
と
な
 
 

ロ
爪
塩
措
現
妻
墓
相
 
 

訝
聖
母
者
嘗
忘
－
 
 

一
室
黒
壁
薪
〓
護
摩
頭
書
争
起
語
鞄
 
 

首
代
て
蔓
活
科
挙
研
究
義
満
十
患
部
昏
 
 

百
掲
出
継
室
轟
｝
噂
A
専
属
下
す
若
者
 
 

定
吉
加
速
兼
敏
蕃
ヂ
鹿
蒸
産
億
日
雇
眉
二
億
 
 

章
憲
子
〓
男
晶
豪
華
鴇
∴
西
村
祐
葺
 
 

厨
苛
往
復
苫
簡
・
a
・
t
・
H
 
 

幸¢ユユ■ヽ   

画
垣
轡
 
凧
 

適
面
書
館
 
 

今月は「新一葦啓上覧」として丸同町（現坂井市）  

が募集した往復書簡の入選作品集を紹介します。   

平成5年却ら始まった「一筆啓上賞」は、書き手  

からの一方通行の手紙形式でした帆平成15年から  

新しく往復書簡の形になロました。   

3■回日の今回から字数の訓限群緩和され、中には  

1文字の作品もあロます。「愛」をテーマにした今  

回は、全国から約2万30DO通の応募＃あり、その中  

から選ばれた太賞5作品奇書電148作品が友人・恋  

人同士、妻と夫、親と子などのやロとロに分持古れ  

て収められてし1ます。壁を伝ぇたいという書き手の  

強い悪意と、受け手の弄直な気持ちが見える作品ば  

却ロです。  

国
保
会
計
■
の
収
丸
嘩
主
に
空
曹
誹
 
 

朝
助
竜
国
保
税
と
国
・
県
掛
ら
の
焚
付
審
 
 

理
硬
貨
篤
子
ホ
ま
す
．
一
方
、
支
出
由
 
 

重
職
恕
鞄
悌
底
億
機
儲
菅
惑
口
負
担
b
た
 
 

捜
暫
曲
直
痘
聾
管
す
。
 
 

匡
軽
費
が
魚
層
 
 
 

税
率
奄
改
正
す
彗
L
と
に
鞋
コ
た
粟
国
 
 

に
臆
、
視
壁
二
っ
甜
挙
げ
ら
和
ま
す
。
 
 

【
児
童
図
書
一
 
 

審
箭
春
雷
先
宣
告
三
雲
雷
蓋
ダ
 
 

ニ
⊥
鹿
砦
苧
和
讃
笠
乳
二
日
若
惚
・
・
 
 

ザ
I
J
b
｝
中
耳
J
b
幸
ン
完
の
盛
と
囁
い
の
魔
 
 

法
苓
イ
甘
す
ウ
イ
㌢
蜃
ヨ
一
室
蓋
子
 
 

ど
笥
偲
凛
笥
朋
年
湖
心
蘭
二
上
蔀
馳
二
崩
蘭
 
 

信
江
叫
 
 

這
蓋
－
い
 
 

馬
車
で
裾
つ
瀞
団
に
椚
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ユ
曹
 
 

霊
芝
恕
膏
最
蓋
志
す
塑
腎
畳
二
派
 
 

サ
ト
・
悲
喜
￥
葦
萎
還
し
 
ど
井
伊
 
 

一
重
甘
奉
憾
早
エ
ビ
声
音
辛
〓
璧
苛
音
読
 
 

麻
牽
ろ
う
お
ぼ
謹
ん
門
長
薪
基
三
吉
表
見
 
 

唾
聖
鷲
笥
き
包
嘩
蒜
蒜
■
田
口
義
た
知
｝
 
 
 

苦
境
他
四
百
六
十
画
冊
Å
闇
ま
し
た
。
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転身  

【開票結果】   

当 岡田高大（無所属）13，012票  

兼井 大問所属）9，646票  

第
1
4
代
市
長
に
 
 
 

岡
田
 
 
 

越菓北森「甚．れあい市民号」～B挿リリS」の旋～  

巳
暗
・
8
月
2
7
日
嘩
午
前
B
時
1
5
 
 
 

分
に
J
R
些
則
夫
野
獣
集
合
 
 

行
き
先
 
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
 
 
 

オ
ジ
ャ
パ
ン
（
U
S
」
）
 
 

対
象
 
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
 
 

撫
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
 
 

定
員
 
和
人
完
着
）
 
 

草
加
科
 
小
芋
生
6
日
ロ
0
円
、
 
 
 

中
学
生
以
上
1
万
り
臣
h
ご
‖
笈
〓
■
円
 
 

聾
市
の
助
成
竜
3
8
′
0
8
円
香
差
 
 
 

し
引
い
て
い
末
す
 
 

申
払
期
間
 
7
月
柑
白
㊥
一
缶
月
 
 
 

1
1
H
・
囁
 
 

ヰ
価
他
 
U
S
J
－
日
九
塚
券
邸
 
 
 

付
い
て
い
ま
す
 
 

申
込
・
間
合
せ
先
■
 
商
工
振
舞
諌
 
 
 

公
共
変
通
儲
（
薗
髄
・
1
1
1
 
 
 

1
内
線
3
3
2
）
 
 

【投票結果】  

＝＝   L－‾可東  

甫嶺者覿  14．印字．人   帽こ脚  人  8・1ノ埠警人   

埠零春草  叫抑人   ■1：之丘63  人  豆乳‖・．0人   

有劫蜂一   由軸票、．・：無効投票ほか45之■票）   

た
 
 
か
 
 
畠
 
 

高
大
 
 

国
▲
 
 

l
 
 
 

r
大
野
市
史
」
に
記
載
さ
れ
て
 
 

い
る
内
容
壱
も
と
に
、
大
野
の
歴
 
 

史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
色
 
 

男
捏
 
7
月
詣
巳
回
「
8
月
2
7
日
 
 
 

⑳
、
9
月
糾
日
⑳
、
1
0
月
2
2
日
 
 
 

⑳
、
〓
月
2
6
日
⑳
室
5
回
。
 
 
 

1
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
）
 
 

時
圃
 
午
前
1
0
時
～
 
 

場
所
 
国
書
詑
 
 

■
 
 

L
時
 
箇
月
柑
白
面
午
盤
6
時
㌻
 
 
 

分
－
（
午
故
6
曙
関
場
）
 
 

場
所
 
文
化
会
埼
 
 

入
場
料
前
売
n
盲
D
n
ヒ
‖
円
、
当
 
 
 

日
7
日
口
円
喜
席
自
由
・
3
 
 
 

兢
以
上
有
料
〕
 
 

モ
申
備
 
前
売
口
蕃
怯
教
育
委
貝
 
 
 

毒
文
化
振
興
室
、
草
堂
民
僅
、
 
 
 

文
化
会
庖
う
国
≡
臨
、
各
児
童
 
 
 

セ
ン
タ
ー
、
シ
ョ
ツ
ビ
ッ
ク
モ
 
 
 

ー
 ルヴ
イ
オ
で
販
売
中
 
 

間
食
せ
先
 
教
育
委
員
会
文
化
振
 
 
 

興
雪
盲
郎
・
1
1
1
1
内
線
 
 
 

5
4
6
）
 
 
 

■
 
 
 
】
l
 
 

⊥
’
 
 氏

 
 
 

任
期
志
了
（
七
月
」
八
日
）
 
 

に
伴
い
」
八
月
十
一
日
に
告
示
 
 

さ
れ
た
市
長
選
華
。
郭
泉
村
 
 

と
の
合
併
後
初
と
な
っ
た
今
 
 

回
の
選
挙
に
は
、
〓
人
が
立
 
 

候
補
し
、
激
し
い
選
挙
戦
が
 
 

経
口
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 
 
 

十
二
日
か
ら
投
票
日
前
日
 
 

の
十
七
日
ま
で
、
大
野
市
役
 
 

所
と
和
泉
支
所
の
二
カ
所
で
 
 

行
わ
れ
た
期
日
前
投
票
に
は
 
 

二
千
七
百
七
十
日
人
が
投
票
 
 

し
ま
し
た
。
 
 
 

十
八
田
午
前
七
時
か
ら
市
 
 

内
〓
十
八
カ
所
の
投
票
所
で
 
 

一
斉
に
投
票
が
始
ま
ロ
、
市
 
 

民
の
焉
き
一
票
が
投
じ
ら
れ
 
 

ま
し
た
。
投
票
は
一
部
地
域
 
 

を
除
い
て
午
後
ハ
時
に
踊
助
 
 

切
ら
れ
、
同
日
九
時
〓
十
分
 
 

か
ら
有
終
会
館
で
開
票
作
業
 
 

押
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
 
 

果
、
岡
田
高
大
氏
の
当
選
が
 
 

決
ま
り
ま
し
た
。
 
 
 

投
票
率
は
七
二
T
≡
九
％
。
 
 

前
回
の
市
長
選
と
比
べ
、
二
・
 
 

七
ポ
イ
ン
ト
上
回
ロ
ま
し
た
。
 
 

定
＝
貝
 
訓
人
 
 
 

同
伴
）
 
 

乳
業
中
道
菓
な
ど
に
対
す
専
心
 
 

構
克
也
㌧
事
業
計
画
の
作
虚
方
詰
 
 

寄
ど
を
苧
】
か
副
業
塾
密
閉
催
し
草
 
 

す
．
 
 

日
程
．
7
月
8
日
㊧
、
9
日
噂
1
 
 
 

書
目
書
、
出
目
◎
室
4
国
｝
 
 

時
間
 
午
前
9
時
～
午
後
高
時
 
 

場
所
 
大
野
商
工
会
館
 
 

受
講
料
 
5
ロ
0
0
円
 
 

定
員
 
別
人
 
 

申
込
給
吻
■
日
 
7
月
石
巳
魯
 
 

申
込
・
間
合
せ
先
 
夫
野
面
工
会
 
 
 

議
所
毒
6
8
・
1
2
3
且
 
 

日
喝
 
7
月
刀
日
⑳
午
前
日
時
ま
 

で
に
大
矢
戸
天
文
台
駐
車
場
集
 

合
〔
雨
天
中
止
）
 
 

対
象
 
 

講
師
 
 

定
員
 
 

申
込
 
 
 

■
b
 
 
 

｛
ロ
 
 業

塾
を
開
伊
 
 

東
野
師
工
惑
乱
所
 
 

中
学
生
以
上
 
 

加
倭
守
男
さ
ん
 
 

島
国
卸
人
（
先
着
†
 
 

同
寺
せ
先
 
回
書
館
二
義
 
 

5
5
0
0
）
 
 

診
断
士
派
遣
切
傷
用
助
成
 
 
 

昭
和
五
十
」
ハ
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
 
 

着
工
し
た
〓
P
建
て
木
造
住
宅
春
対
象
に
 
 

耐
震
診
断
を
某
施
す
る
場
合
、
耐
襲
診
断
 
 

士
の
派
遣
乗
用
壬
一
万
円
）
の
九
割
（
二
 
 

万
七
千
円
）
を
助
成
し
ま
す
。
 
 

廟
壌
狂
風
璧
載
藻
 
′
力
■
一
．
 
 

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
以
前
に
所
在
 
 

す
る
住
宅
を
対
象
に
耐
震
改
修
奄
美
施
し
 
 

た
場
合
、
そ
の
住
宅
に
対
す
る
固
定
費
慶
 
 

祝
が
減
薩
き
れ
荒
す
。
た
だ
し
、
耐
藍
改
 
 

修
が
完
了
し
た
時
斯
に
応
じ
て
、
減
諭
吉
 
 

れ
る
期
間
甜
異
な
ロ
ま
す
。
 
 

対
象
〔
尉
）
日
本
建
築
防
崩
協
会
が
定
宙
 
 
 

る
基
準
に
適
合
す
る
改
修
が
行
わ
れ
た
 
 
 

木
造
住
宅
ま
た
は
マ
ン
シ
ョ
ン
。
た
だ
 
 
 

し
、
〓
P
あ
た
ロ
≡
十
万
円
以
上
の
改
 
 
 

（
小
学
生
は
保
護
者
 
 ■

 
 
 

耐
震
改
修
で
固
定
資
産
税
減
額
な
ど
 
 

地
震
に
強
い
性
囁
囁
づ
く
 
 

■ 
i■■■   

阪
神
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
、
い
つ
ど
 

こ
で
起
こ
る
か
分
計
ら
な
い
の
が
地
震
で
す
。
 
 
 

市
で
は
、
地
震
に
囁
い
住
宅
へ
の
改
修
を
促
進
す
 
 

毒
た
め
、
耐
震
語
断
士
の
派
遣
費
用
の
助
成
や
耐
震
 
 

改
修
し
た
住
宅
の
固
定
資
産
税
減
額
な
ど
を
実
施
し
 
 

ぞ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
古
い
．
 
 

l
－
 
 

奉
加
料
 
1
∩
岩
じ
円
（
保
険
料
）
 
 

馨
 
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
ズ
ッ
 
 
 

ク
ま
た
は
登
山
靴
 
 

持
盲
葡
 
昼
食
、
タ
オ
ル
、
軍
事
 
 

申
込
掛
切
目
 
丁
月
劫
白
㊥
 
 

申
込
・
問
合
せ
先
 
大
野
歴
史
曲
 
 
 

集
丁
佐
や
木
伸
治
芸
晶
・
8
 
 
 

4
Q
2
〕
 
 

募
集
団
地
 
真
二
番
〔
1
戸
）
 
 

虎
却
出
口
壬
 
ユ
「
唇
壱
舅
‖
 
 

＃
市
整
備
諌
 

慣
費
用
が
掛
か
っ
た
場
合
の
み
適
用
 
 

鱒
詳
し
い
基
準
は
（
財
）
日
本
建
築
防
災
協
 
 
 

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
F
」
発
く
だ
古
い
 
 
 

h
算
p
し
く
毒
妻
戸
k
e
コ
ロ
h
芳
u
・
b
畠
翠
0
「
．
j
p
＼
 
 

■
壱
韻
内
辱
 
税
額
の
二
分
の
一
 
 

薄
執
細
開
 
平
成
〓
十
一
年
十
二
月
末
ま
 
 
 

で
に
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
場
合
怯
翌
 
 
 

年
度
分
掛
ら
≡
年
間
、
二
十
〓
年
か
ら
 
 
 

こ
一
十
四
年
の
喘
合
は
翌
年
度
分
か
ら
二
 
 
 

年
間
、
二
十
五
年
か
ら
二
十
七
年
の
場
 
 
 

合
瞭
翌
年
度
分
の
み
 
 

裏
方
法
 
工
事
完
了
後
≡
力
月
以
内
に
 
 

「
固
定
資
産
税
減
頴
証
明
書
」
在
添
付
 
 
 

し
て
申
請
 
 

♯
減
額
証
明
書
は
地
方
公
共
団
体
や
建
築
 
 
 

士
事
讃
所
に
所
属
す
る
建
築
士
な
ど
が
 
 
 

発
行
し
ま
す
 
 

申
革
■
問
替
世
先
 
都
市
整
備
課
住
宅
緑
 
 
 

地
唾
芸
由
・
1
1
1
1
内
線
3
5
且
 
 

規
格
．
2
ト
D
K
。
監
華
喘
⊥
各
 
 
 

戸
1
台
｝
、
ベ
ー
コ
ン
タ
、
エ
ア
 
 
 

コ
ン
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、
 
 
 

風
呂
、
ト
イ
レ
、
衛
星
放
送
、
 
 
 

貴
庫
、
工
レ
ぺ
－
タ
ー
 
 

資
格
一
定
の
収
入
基
準
を
満
た
 
 
 

し
て
い
る
人
 
 

壁
同
居
の
濁
度
蕃
有
す
竜
己
と
 
 

寮
賃
 
月
額
5
万
4
7
ロ
D
円
～
 
 
 

6
万
5
n
ど
‖
岩
じ
円
 
 

申
込
・
同
音
せ
先
．
都
市
整
備
課
 
 
 

住
宅
棟
地
倖
盲
髄
・
1
1
1
 
 
 

1
内
線
甘
器
6
）
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南
新
在
家
昭
「
ピ
ュ
ー
ク
リ
ー
恕
お
宅
 
 

克
コ
」
怯
、
東
野
市
と
勝
山
市
が
共
同
設
 
 

置
し
た
2
宙
偲
空
襲
で
す
ご
二
月
±
八
 
 

日
取
艶
嵐
粗
式
恋
路
菅
キ
閃
百
婦
嵐
謡
認
 
 

運
転
蚕
行
っ
て
護
読
し
た
。
 
 
 

各
家
庭
世
事
業
師
掛
ら
出
違
粗
毒
ご
み
 
 

換
貫
首
∈
申
施
設
に
親
重
犯
ま
ず
中
 
 

腰
肇
世
莞
L
軒
は
干
≡
百
屈
脳
上
腰
高
潟
 
 

軍
渾
邸
草
江
と
膏
邸
イ
オ
牛
車
肯
奄
ど
癒
 
 

着
害
勧
賞
貯
驚
生
者
抱
ぇ
志
す
馴
鮭
中
世
 
 

落
果
完
工
震
翠
忘
・
不
臆
蛙
租
大
空
 
 

酎
娃
、
不
純
物
敵
陵
墓
車
重
屈
葉
の
同
職
 
 

市史12巷「方言宙」奄発刊   

ぴと訂正  
＝
ト
h
h
打
h
ご
ギ
リ
V
ノ
ポ
霊
…
川
山
山
巧
い
 
 

生
活
環
境
や
衣
食
住
、
習
俗
信
 
 

仰
在
ど
、
市
内
で
僅
ゎ
れ
て
い
る
 
 

酌
6
■
5
0
0
衰
の
方
言
密
集
約
し
 
 

た
宗
野
市
皇
葦
佗
菩
「
方
言
 
 

騙
」
春
発
刊
し
ま
し
た
。
 
 
 

A
5
版
で
5
ロ
Q
ペ
ー
ジ
。
価
 
 

格
は
1
冊
5
0
0
0
円
で
3
0
日
 
 

部
を
販
売
し
ま
す
。
 
 

申
込
・
間
合
せ
先
 
市
史
鋸
富
ん
 
 
 

童
（
国
書
館
内
■
℡
餌
・
5
5
ロ
 
 
 

8
）
 
 

晦日軌許したl乗車冊鞄♭己  

1轍予繋説明菩lの内容に  

蹄鯛試時山鹿野已  

着日訂正bます中  

野1苺藩命垂赴任掌  

睡洞韓り嘩姉御蓼 陳情・要望  

●
一
 
 

●
太
際
光
発
電
軍
備
の
設
置
補
助
 
 
 

太
陽
光
発
電
設
備
に
蛤
か
る
 
 
 

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
っ
 
 
 

封
虫
 
年
間
所
得
が
1
2
■
0
0
 
 
 

万
円
以
下
で
、
市
内
の
住
宅
 
 

に
設
置
す
る
人
 
 
 

滞
市
税
の
滞
納
廿
在
い
こ
と
 
 
 

補
助
額
 
凍
田
い
ず
れ
が
麿
転
 
 
 

低
い
蓋
 
 
 

▼
朝
方
円
 
 
 

▼
温
旨
官
費
冒
 
 
 

▼
1
㌔
叩
ヴ
1
0
万
円
X
出
力
 
 
 

申
込
挿
嘲
8
 
‖
月
3
0
日
葡
 
 

●
低
虫
害
華
僅
背
福
助
 
 
 

低
公
害
車
壷
官
署
諭
壷
、
 
 
 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、
天
然
 
 
 

ガ
ユ
自
動
車
）
の
牢
入
声
の
l
 
 
 

静
夜
補
助
し
ま
す
。
 
 
 

ピ
ュ
ー
タ
リ
ー
プ
お
く
克
コ
で
昧
、
己
 
 

宙
の
持
ち
込
み
受
け
付
け
奉
行
う
冨
山
窟
 
 

盲
。
五
月
型
二
葉
と
年
未
年
地
番
除
く
 
 

平
日
遍
腰
日
暮
青
竜
）
と
毎
日
棄
四
日
 
 

魔
日
の
午
前
八
時
≡
十
分
甜
う
午
後
四
時
 
 

≡
十
分
管
す
｛
た
だ
し
正
午
卦
岳
午
後
一
 
 

時
ま
で
陸
聾
け
付
け
で
音
読
世
如
寄
 
 
 

手
教
科
臆
持
古
込
軸
だ
2
蕗
の
壷
ぎ
た
 
 

茹
辞
農
常
蓋
稟
一
腰
東
庭
曲
壕
笥
 
 

五
蘭
㌔
藩
牒
覇
で
官
背
骨
軋
以
上
 
 

儲
干
㌔
厩
つ
壷
毎
十
円
。
事
業
所
犯
囁
替
 
 

陸
十
㌔
に
コ
き
満
干
四
郎
蓑
歪
墓
 
 

室
電
 
 

問
合
せ
先
東
野
藤
山
地
区
庇
煉
瀞
潜
 
 
 

豪
君
貰
三
雲
野
蒜
苺
壁
盈
 
 
 

●
 
 

奄
ぜ
奄
行
う
た
歯
互
選
別
機
監
靡
け
越
廼
 
 

し
ま
す
。
収
集
時
に
色
分
け
し
て
山
疎
い
 
 

ピ
違
背
還
層
苧
去
蕃
・
号
倍
他
助
三
 
 

種
構
に
聴
蓋
に
慕
轟
選
別
奄
行
u
ま
首
。
 
 

リ
サ
イ
ウ
ル
処
珪
膏
衰
癒
m
声
茄
提
、
勝
 
 

山
市
平
泉
寺
町
田
「
エ
コ
バ
レ
I
」
に
埋
 
 

め
立
て
講
甘
。
 
 
 

ビ
ュ
ー
史
り
－
㌢
革
且
克
ぅ
で
値
嶺
揺
、
 
 

施
策
鞄
見
学
憂
世
風
説
密
行
う
て
い
音
読
 
 

す
。
詳
し
く
妹
願
い
番
怨
世
宅
だ
古
い
。
 
 

施
設
へ
咽
頭
接
待
ち
込
み
 
 

．・湖 面転変流 餌P母1鋸吉   

事寧斬罪軸嘩集  
塵警蜘摘観相P苺 東守y   
清華評 南鞄錮  

鰻重轟：帥専 頓課拒：耳軒■  

封
鼻
 
白
昏
睡
曹
遠
目
埼
で
 
 
 

抵
堂
署
車
杏
葉
乱
し
た
市
民
 
 
 

ま
た
怯
法
人
巾
た
だ
♭
1
年
 
 
 

以
上
憩
若
色
量
曇
岩
 
 
 

岳
甜
営
業
春
宮
ん
守
山
高
遠
 
 
 

業
苦
で
、
自
動
車
榛
萱
証
 
 
 

に
電
郵
苦
れ
甘
い
亀
所
有
者
 
 

n
所
有
者
亡
使
用
者
邸
巽
宿
 
 

る
と
蕃
陳
使
用
者
V
 
 
 

鞄
市
税
田
澤
納
邸
謡
い
こ
と
 
 
 

補
助
額
 
塁
詣
肯
円
宗
麗
 
 
 

し
車
種
忙
よ
っ
モ
異
密
着
早
 
 
 

雲
盟
馴
鹿
儲
羞
葛
農
苫
眉
 
 
 

内
に
争
講
を
昏
つ
こ
と
 
 

中
温
■
問
合
せ
巷
蓮
活
蚕
課
 
 
 

程
掠
堤
塗
露
■
蒜
軸
・
1
1
1
 
 
 

1
由
帯
斗
日
豊
 
 

虫
鞋
士
香
使
コ
て
、
自
分
で
デ
 
 

ザ
イ
ツ
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
小
 
 

物
春
作
り
ま
せ
ん
か
。
 
 

邑
程
・
白
月
1
日
～
Ⅷ
月
柑
日
ま
 
 
 

で
虎
毎
週
址
瞳
自
．
た
だ
し
日
 
 
 

月
1
5
日
は
除
く
（
全
1
8
垣
）
 
 

時
周
 
年
籠
丁
時
3
0
分
～
g
暗
 
 

場
所
 
下
庄
公
民
館
 
 

■
■
■
l
 
 

ロ
 
 
 
 
 
ー
 
 

市席曲う正善  香
草
知
人
｛
先
着
）
 
 

奉
加
料
 
1
5
D
O
円
茸
直
（
憩
 
 
 

粘
土
の
菓
翠
署
 
 

持
毒
物
 
手
≠
伸
幸
タ
オ
ル
、
エ
プ
 
 
 

ロ
ン
 
 

申
込
・
河
合
せ
先
 
下
庄
公
民
誼
 
 
 

芸
6
6
・
2
1
4
旦
 
 

嘩軸＝   1 一再世帯  

九・□   祖甜叫  

内  

執   

毎日中  

甲声郵  
‾コナ・・■：≡：≡＝≡≡き≡≡≡≡＝．‾＝■■■■■L＿ ＿＿  ■■P‾‾‾   
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己
卦
カ
レ
・
ツ
タ
ー
で
確
覇
奄
 
 
 

凸
月
以
降
、
市
民
訝
ら
多
く
由
苦
情
や
 
 

商
い
合
わ
せ
が
あ
ロ
ま
し
た
。
特
に
分
常
 
 

が
細
か
く
な
っ
た
「
古
紙
類
由
日
」
 
（
ダ
 
 

ン
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
・
紙
パ
ッ
ク
、
そ
の
 
 

他
の
紅
旗
｝
や
、
「
資
源
の
臼
〓
ピ
ン
矯
、
 
 

缶
持
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
に
関
す
る
も
の
 
 

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 
 
 

週
一
回
あ
竜
古
紙
類
由
白
と
黄
源
の
白
 
 

は
、
選
己
と
に
収
集
す
る
F
」
み
の
種
顆
郡
 
 

指
定
書
れ
て
い
ま
す
。
モ
の
た
め
、
古
紙
 
 

回
収
打
直
日
で
あ
っ
■
て
も
ダ
ン
ボ
一
山
轄
 
 

定
の
日
に
新
聞
が
出
し
て
あ
る
な
ど
、
種
 
 

類
伊
具
な
る
場
合
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
 
 

たLlまつ萱山楽しむ  

6月8日環  感盛観  

中学生4人葛軸瑚醜覿軒問押毎鹿野  
打夜祭在楽しみながら下山し事跡謹酷侵酷－  

．
■
 
 
 

「
」
み
を
出
す
簡
は
、
必
ず
「
「
」
み
カ
レ
 
 

ン
ダ
ー
」
で
ご
み
の
種
類
蓉
曜
諾
し
て
出
 
 

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
分
別
方
法
 
 

に
迷
っ
た
J
ら
、
「
芦
申
分
別
早
見
士
空
で
 
 

確
認
し
ま
し
■
よ
う
。
 
 

椎
柴
猥
で
出
し
ま
し
ょ
う
 
 
 

そ
の
ほ
か
見
受
け
ら
れ
る
も
の
と
し
て
 
 

肥
料
袋
や
米
袋
で
F
」
み
を
出
す
家
庭
が
依
 
 

然
と
し
て
多
い
こ
と
で
す
。
F
」
み
処
理
施
 
 

設
「
ピ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ
」
の
機
 
 

械
由
都
合
上
、
肥
料
袋
鞋
ど
随
使
用
で
章
 
 

な
く
な
コ
て
い
ま
す
。
今
後
も
同
様
モ
す
 
 

の
で
、
肥
料
袋
磋
ど
に
ご
み
を
入
れ
て
出
 
 

吉
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
壬
い
。
 
 
 

ま
た
黒
い
F
」
み
袋
に
入
れ
て
出
す
こ
と
 
 

屯
で
昔
な
く
な
り
ま
す
。
七
月
以
降
佐
原
 
 

則
「
大
野
市
推
奨
袋
」
で
出
し
て
く
だ
さ
 
 

い
。
少
量
の
F
L
み
置
出
す
と
き
は
例
外
と
 
 

し
て
中
鼻
の
見
ぇ
る
「
白
色
半
透
明
」
の
 
 

袋
で
出
せ
ま
す
。
 
 

植
争
ガ
ラ
よ
■
な
ど
㊥
出
し
方
 
 
 

横
切
ロ
し
た
木
や
竹
な
ど
は
長
さ
四
〇
 
 

誓
、
太
さ
八
托
ン
以
内
の
大
き
舌
に
し
、
ひ
 
 

毛
で
結
ん
で
出
し
て
し
て
く
だ
さ
い
。
ガ
 
 

ラ
ス
な
ど
の
危
険
物
は
、
レ
ジ
袋
を
重
拍
 
 

た
ロ
丈
夫
な
屯
の
で
包
ん
だ
り
工
夫
し
て
 
 

か
ら
東
野
市
推
薬
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
 
 

だ
さ
い
。
 
 

間
合
世
先
 
生
話
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係
 
 
 

岩
岳
・
1
1
1
1
内
韓
4
6
旦
 
 

平最古ら鵬巳正代毒惰応援   

4年に1度開催苦れる廿甘九－ワールドカップの目  

本代蓑を応援しようと6月12日、平成大野屋平蔵で領  

戦イベントカ†開かれました。参加した約120人は、代  

表選宇の動き一つ一つに一喜一憂してし1ました．  

名水¢ま古育てよぅ   

5月25日、水の見えるまちコくロシンポジウム  

が有終会館で開催吉れました。市民的12ロ人が参加。  

福井大学教授の野蛤憤＝さんによる基調講演のほ  

か、パネルデイスカツションで陳、水壱中心とした  

町コくロの活動が報告さrLました。  

ごみカレンダーです。、備鞄直鞄  ■・－● 
J．■            ヽ  一●■1 ■  
ヽl．＿■l  

訝碍帝担軍．義春「ごみカレ賞辞1芭  
岩鼻源把静のB馨確認して屯荘革も九l苗酷  

1
．
I
 
 

窯跡惑酎彗謹貼遥㌫爵甘酢■出芽御嘩′  

鞘 謁垂遠触計悟鞄   

貴簡＃町境合   

音中他の紙頂蛙2遇、  

問に1鹿、新聞紙∵雄  

パ封タ、タンポール  

旗頭過観に1度囁塵心  

詰す  

宅建川l諾い賦（名刺  

亀克彦凄起上き は祇  

装轟震にÅれ盲f貴職  

髄鴨猟1で出b雷電  

非議語義  

〔1軸  2〔IO6．7広報おおの   ‡剤■  2亡IO6．7広報帯董申   
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室 蓋 

一一融‾   一  －．二   
ー■■■ 

1r篭  

ランナー望00ロ人碑汗  

ツ
■
1
■
玉
 
 

トラジヂ」に迎晃i市内野間埠嘩声  

シナ一群蓉弧親宇鞄春画覿蛙鞄  
lてき榊掛馨汗菅乱乱博し払  

反射材鼻旺付けて   

告丹座臥高齢者鹿密繭轟萎故釦ら守由と≠  

糞脚菅章節脚辱嘩「で離啓牲  

まbた。竜顔睡革質』萄勝頼韓韓卜皆無ら革   

四
幕
墓
転
旋
君
打
払
南
新
荘
謝
掛
「
ピ
ュ
ー
タ
 
 

u
T
⊥
才
お
宮
呈
嘩
コ
」
が
、
≡
カ
月
周
壷
期
間
層
経
て
七
月
 
 

か
ら
本
格
辞
鞄
鞋
細
野
b
ま
菅
b
膏
凱
忙
梓
■
吾
巌
啓
せ
愚
 
 

芭
瀞
単
瞭
零
せ
な
い
己
掛
値
原
則
「
鹿
野
市
推
薬
袋
」
に
克
 
 

れ
て
出
菅
こ
と
に
な
臼
、
黒
い
だ
轟
袋
に
真
っ
先
竃
宙
描
収
 
 

集
習
草
軍
資
野
望
塵
鴇
 
 
 

蛮
運
葡
申
に
尊
名
菅
毎
軋
た
鎗
割
に
髄
菅
義
春
悟
世
 
 

間
い
語
担
世
．
新
品
晶
施
乾
田
概
菱
晦
ど
藩
楷
許
し
鼓
す
血
 
 
 

己
勒
囁
出
重
し
毛
丑
解
し
、
正
敏
親
書
に
苛
助
苦
 
 

し
よ
う
。
、
 
 賛

源
中
・
 
 

＿   昏き＿＿  

帯とトーウで人♯啓発   

人権告発活動を稚進す尋ための講演会が6月3   

日、有終会館で開催されました。蓑しい歌声と軽   

快谷トークを通して、平和や人権の大切さを訴え   

ました。  

「  

≡垂睾¢調へl己うつとり   

6月月日、木のぬくもロぬく晦くコンサートが平  

成大野産平蔵で開催吉れました。観客怯日の前に零  

でられ為フ7コット、チェロ、ピアノの≡重奏によ  

る美しい調べ在果しんでいました。  

2886．丁広報おおの   
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平成18年（20帖年）  亡咽コーナーで嘩、和泉地政啓敵据ぇ掛サト軌  

各所・旧跡など菅紹介し資す．   
H0．7∋0  

粗暴前程葦膣謙語村 

晋塵 

－ 

乃 

主 
宜 
ヰ 

● 禦讐聖聖禦禦禦聖空   
申晃年l軸恥革∃封女声排  

除ら軌勧竜耳元華酬す遺筆亀。  

観轟軸嘲軒端鮒  

御嘩障壁鋼帯範  

1・態漁連阻  敷地内奄荒れる清濁の石徹白（し1とし朝川菅怯炉水沫特尭  

勒ロなどの川漕げ邸できます．宗た、川に架曹亀「であい庸」  

で性美しい室彗選局届こと甜で昔ます。オート牛せ封プ世イト  
怯4B区画、ロブケピ耳鮒細横、さうに炊事組下イ払ぃシャワ  

ー苺完備しています。午前g時よロ午後5疇までのキャンプ笥  

で苦ますの守口帰日で屯十分菓♭拍ま音廿   

t撫I 瞞と料金】  

上組感知墟「醐熟」－  
聴脚野毛年頭籠F細胞  
嘩愚腰弼酎惧再瑚恥嚇藍F缶  

癖酎嘩蜘摩加齢地  

軸萄軒頑粥画的確畦常日韓軋  

孔唱確振咄癌卜苺嘲  
曝間藤鵬餌善茫剖亡7鰍  
重爆燃轡唾寄卿瓢噂革  

軸F棚勤苛出世軸  
軸閻踵知韓離臨席離鞄   
榊替「藩論独占噛  

野  
市  

■  

密清掃協力電として大人1旺I円ゝ子供聞円即必要で凱駐車   

場昧無料です  一1華癖癖春J址1  
．
■
≡
 情
報
広
報
課
広
報
広
聴
解
盲
0
7
7
9
・
甲
1
1
↑
エ
 
 

中
座
－
」
一
武
一
恵
声
密
掛
謄
忌
中
雷
伴
蕗
 
 

態
層
檻
恕
常
且
皐
抱
塘
畢
告
史
塩
澤
芹
篭
 
 

ら
ま
苛
っ
い
南
部
騒
こ
竜
伽
▼
県
の
身
苧
ど
屯
 
 

悪
≡
万
九
作
斬
針
蓉
艶
世
、
当
市
否
も
昨
年
 
 

却
ら
地
勢
忘
憂
風
習
管
箸
皆
畳
下
校
 
 

億
備
見
守
n
活
動
牒
卓
芋
ど
も
島
苛
百
中
¢
と
 
 

書
か
礼
恵
輩
由
議
事
強
力
7
地
金
詰
抗
臨
書
も
 
 

恭
啓
u
静
と
な
り
、
苧
革
豊
屡
層
畢
憲
署
 
 

に
屯
一
役
塞
づ
て
い
萄
緊
急
時
昭
駆
け
込
轟
 
 

先
で
怒
る
己
と
壷
示
音
万
事
ど
も
一
一
口
畜
．
 
 

璧
慧
諾
常
春
号
室
呆
蔚
に
措
げ
昏
札
上
兼
 
 

野
砲
事
儀
瞳
詰
ん
な
菅
呑
酉
育
て
番
」
と
い
う
 
 

寵
庵
由
恵
竜
宮
薗
品
府
議
漏
示
元
－
ス
に
苛
っ
 
 

て
い
番
▼
一
方
V
放
課
後
事
情
電
籠
昭
甘
ポ
ー
 
 

ト
体
制
に
は
地
興
に
蓉
碁
甜
最
高
Ⅶ
児
寮
七
 
 

意
†
塵
管
奇
忠
常
垂
足
r
盛
衰
細
事
 
 

病
気
缶
詰
だ
廿
菅
包
壷
茄
仁
子
福
拝
島
粛
東
森
 
 

所
郡
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